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フィリピンにおげる地下作物の栽培様式と品種特性

関する調査報告書

敏 ＊小 巳＊＊

I 緒

1. 調査の目的

，
 

A~4 
,
~
,
~
~
 ンターが昭和 55年度から開始している「熱帯における地F作物の有

として，昭和 57年 1月 10日から 2月5日までの 27日

出ので， フィリピンにおける地下作物の栽培様式，品種特性および試験研

ることを目的とした。

ったために，キャッサバとカンショを中心に調査を行い，ジャガイモ，アロイ

ドおよびヤムについては遺伝子原の保存状況に関する調査と若干の聞き取りを行）にとどまっ

ナ、い
1-c 

よび資料収集の結果を取りまとめたものである。

の方々の御協力をいただいたが， フィリピン政府農業省植産局

の本厨，地域同および試験場の各位，ビサヤス州立農科大学をはじめとずる諸大学の関係者には，

をうけた。また，マニラ駐在の愛山光永氏およびカガヤ｀ノ・デ・

オロ璧在のLU中尚男氏の両.HCA専門家には調査実施についての助言をうけ，熱帯農業研究セン

つ
{レ1) 

ょ
4こ’̀ ょ＇ 

9

,

'

 

ターのフィリピ>、太学駐在研究員の御子柴晴夫技官には多忙にもかかわらず，マニラ到着から出

まで公私にわたる援助をいたたいた。ここに心より御礼申し上げる。

2. 調査実施の概要

1) 調査日程および調査機関

日程ぱ表 1に示した通りで， イロコス（地域 1), 中部ルソン（地域 3), 南部タガログ（地

域 4), ヒコール（地域 5), 中部ビサヤス（地域 7), 東部ビサヤス（地域 8), 北部ミンタナオ

（地域10), 南部ミンダナオ（地域 11)および中部ミンダナオ（地域 12)の 9地域の 7の大学，

8の政府機関， 7の試験場および 2の民間農場を訪問した。また，農家における地下作物の栽培

状況を調査するため 2,000kmに及ぶ自動車旅行を行った。訪問機関および調査関係者をそれぞれ

図 1と表 2および表 3

＊ 農業研究センター作物第 1部

＊＊ 九州農業試験場第 2部
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表 1 調 査 日 程

月日 I耀 丁，ィ 動 内 容 宿泊地

1月 ILl I出発（成田一ーマニラ）
10日 熱帯農業研究センターの御f柴技官（フィリピン

の出迎えを受ける＂御 f-柴技官と行動の打ち

11日 1月 I御f柴技官の案内で農業省植産局訪間し同局種f生産係長の Ca-Iロスハニオ人

ballero氏， JICA専門家の愛山氏ら数名から地卜作物の栽培状況

および問題点を質問した後，行動日程に対するアドバイスを受け

る。地域局における便宜供与を依頼する

マニラー＿ーロスバニオス

12日 1火 I御f柴技官の案内でフィリヒン大学農学部植物育種研究所訪問 C I いスハニオ人

所長の Lantican博士ほか数名と会談し，地下作物の栽培および品

種改良の現状について説明をうける，_、大学の圃場を見芋し，キャ

j サ／ゞおよびカンショ数品種の掘り取りを行う。

13[□ I I水 1フィリピン大学農学部での地下作物の遺伝千源保存状況を聞ぎ， iマ

ロスバニオスーーマニラ

H 日 I 木 I マニラー＿タク~ ロバン バイ J¥、イ

豊業省地域 8地域局訪問。技術諜長の F且nno女史から地域8の農

業事閏について説明をうける

タタロ J¥ン一一/ゞ イ Jイゞ

じサヤス州立農科大学(ViSCA)に到礼調査力直：：＇ー）いて，調杏

l―、;fj内打ち合わせ。フィリヒン地下作物研究研修センター (PRC-

RTC)長の Data博士主催の夕食ハーティーに招待される o Vi-
SCA学長の Bernardo博士も同席される J

日 I全 IViSCA内にある PRCRTC誌問。地下作物の栽姑とよひ育種；！犬｛ハイ/{ 1 
況について， Villamayor助教授ら数名から；が明をうげる。一方．

日本の育種の現状について調査団の各人が説明を行う c

16日 1土 I PRCRTCの実験圃場を Data博七， Bartolini 研究員らの案内で Iバイバi
見学し．キャソサバおよびカンショ数品種の掘り取りを行うの

17日 1日 Iバイバイーータクロバン

Parmo女史の案内でロムアルデス試咳場を訪間 キ-¥;""./サバもよ Iセフ

びカンショの栽培圃場を見学。

タクロバン＿セプ

18日 1月 I農業省地域 7地域局を訪問し， Lucero次長と会談,, 地域 7の農 I七フ

業事情を聞く。農業省の職員の案内で，マンダウェ~試験場を訪問。

Batumalake: 場長ら数名から試馬釘内容を聞き，圃場を兄芦する。セブ

市，マンダウェ市付近の畑作を視察する。

19日 I火 Iセフーーダバオ Iタバオ

農業省地域11地域局を訪問し， Sarmiento局長およびYaclao地域

調整官らと会n応地域11の作物栽焙状況について質問する。 Ya-
dao調整官の案内でダバオ県の農業省支局， TwinsRivers Re-

search Center, ダバオ試験場を訪問し，現地および試験圃場を見

学する。

20日 I水 I農業省の Aduino氏の案内で，キダパワン試験場を訪間。 Cor- Iダハオ

dove場長から試験内容について説明をうけ，キャノサバとカンシ

ヨ数品種の掘り取りを行う。帰途，ダバオ試験場を再度訪問し，

カガヤン・デ・オロ在住の JICA専門家山中氏に会い， カガヤン

・デ・オロでの日程の打ち合せを行う。

21日 I木iダバオ市近辺の畑作を見学する。 Iカカヤン・テ・オロ

ダバオ＿カガヤン・デ・オロ

22日 I金 I山中氏の案内で農業省地域10地域局訪間o O!ifernes 地域調整官 Iカガヤン・テ・オロ

に会う。カガヤン・デ・オロ空港そばのカンショのプランテーシ
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表 2 訪問した機関およびその所在地

1 . Albay Experiment S talion. (アルバイ試験場）

Buang, Tabaco, Albay (アルハイ県タハコ，ファンク）

2 . Baguio Experiment Station (バギオ試馬灸場）

Baguio City (/ゞ キォ市）

3、BicolExperiment Station (ピコール試馬寅場）

Pili, Camarines Sur (カマリネス・スル県ヒリ）

4 . Camarincs Sur Agricultural College (CSAC, カマリネスさスル農科大学）

Pili, Camarincs Sur (カマリネス・スル県ヒリ）

り, Central Luzon State UniYersity (CIぷい中央ルソン川立大学）

Muい。z,Nueva Ecija (ヌエバ、エシハ県ムニ弓ス）

6 , Devao Experiment S tatioぃ （ダ／ゞ ォ

Bago Oshiro, Davao City (ダバオ市Jiー('オンロ）

i , Don Severino Agricultural College (、 DSAC, Iヽン，ヤヘ !Jノ農科大学）

CaYite (ギャビテ県イ，.,タン）... -
。 1,1dapawanExpcrim叫 ts闊 tion (キタノ＜ワン試恢場）

Kidapawan, North Cotabaいい化ごタ~；ゞ卜県

り. ! 叫＼＇農修戸； . Ministry of Agr凡ulturc,BPI (植産局）， Bureaぃ ofPlant 

Office (本局） 1¥/lalate, T,fanila しマニラ市マラ'・'!

l(〕， M入，喜，V釦:, Provincial Office (心,.. ,,;、オ~ 県支い）

Tagurn, Davao, 1ダ、,;オ県タグム〗

11。 f¥1八, He悶）遺13 Rc,gional Offiぃ＇、地域 3地域局）
ゞ- rl p ,.an b ernanぶふ ampanga ¥. ノ｛ンノ＼ン~ ガ県サ>7'こ iし.,.、 ,,・¥ 

. / I') 

. M.A., Region 5 Regional Office 

Pili, Camarines Sur (カマ＇）不 7、,Alレ県ピ•) I 

M.A., Region 7 Regional Office (地域 7

Cebu City (セフ市）

ltJ.. M.A., 8 Regional Office (t也均兒 8

丁aclobanCity (タクロバン市）

15. M.A., Region 10. Regional Office (地域10地域局）

Cagayan de Oro City (カカヤン・デ・オロ市）

16. tvl.A., Region 11 Regional Office (地域11地域局）

Davao City (ダバオ市）

17. Mandawc Experiment Station (マ/ダウェ試験場）

Mandawe City (マンダウェ市）

18. Mountain State Agricultural College (MSAC, 山岳州

La Trinidad, Benguet (ベンゲ j 卜県ラ・トリニダー）

19. Phil. Agro-Indu叩trialCorp. (フィル・アグロ・インダストリアル会社）

Cagayan de Oro City 1カガヤ/令ア・オロ市）

（アルファベ I 卜順）

20. Philippine Root Crop Research and Training Center (PRCRTC, フィリピン地下作物研究研修七

ンター） Visayas State College of Agriculture (Vi SCA, ビサヤス

Baybay, Leyte (レイテ県バイバイ）

21. Romualdcz Experiment Station (ロムアルテス試験場）

Babatngon, Leyte (レイテ県ババトゥンゴン）

22. Southeast Asian Regional Center for Graduate Study and Research in Agriculture-

(SEARCA, 東南アシア地域農業教育研究七ンタ・ー）

College, Laguna (ラクナ県カレ］シ）

23。 TwinRivers Research Center (TRRC, トウィン・リバーズ研究センター）

Tagum, Davao (ダバオ県タクム）

24. University of the Philippines at Los Banos, College of Agriculture, Institute of Plant 

Breeding (UPLB, CA, IPB, フィリピン大学農＇芦部植物育種研究所）

College, Laguna (ラグナ県カレノシ）

-4-



ぐ
3

゜
3と 4.12 

21 

-14 

こ二 ~ 

6 

図 1 訪問した機関の所在地（番号は表 2.のNo.と対応）
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表 3 およびその所属

凰，氏名
. ........'.........'. `ヽ
1 . 巳.S. Caballero Chief, Soぜd Pr以luぐrim,

Off氏o, ¥l. A. 

Staff, BPI Ccnrrn1 Offil'e, ¥f:¥ざ

Agronぃmis,,do. 

tゞafL, い

' ｀這し A
い， 9rいa ,., ・)('「ill!応 tor,

疇 SLR仔gion叫 Di凸（、い，,.. ¥l八

戸!ant直1gC〕Hie叫｀斎（い

Staff, BPI, , い
心．

{
F
,
9
 

一同

'¥'ヽ。べし、.L J¥fJUlll() 

,E、

I "'¥・l い. I' _, _,, ,.,, uNllli加 i
ふ

Iう,.,, l' 、
らふl'¥、,,&dareい

I) ('F' 
し 、,,''し訳:cro

, Tl、？ヽ A'
'J.,., ふ_J, J亨釦

干 1"
l , l ((、ov

' 
こ日』如賛

了 T ヽ', lえ l-arm,
・,,,
I) Iししし'(il心

さ Har1n::

：しゞ a. 
3i(ぷ

i¥'八ふ且iげ

I• 
3 ミと

,,  ゞ

.,. ..' 
j、ビcl,nrclll.. "ヽ・,

八凸2 C,,or,fo噂 t,ll", BFl字

raff, J心

E,・gi, うnai l〕,, ヽ •,:tur 、 M
,, • rヽしこさぎA, とt滋 ,.nor、〈rn直 l文｝ざ、 r:i.,、S

Slaff字 du.
'、Uavao Pr八
、. . ゞ

＼ヽ［り）<・・rド｝氏・,日1を：汀？

戸（〕恥l了n 尺をSl且fl冒ぃ

~ ヽ 3 「;•• ,uper-且：汀1しitllll. ulCO i 
)

j

 

S
d
 

l~lT ざ d ぃ：·, d, さ

~\', ぐい ［いrnlo BrいいL

Brいを＇；、 i・, ふ｝

¥] 

,. 
--・ じ-・



. J. D. T〈)so, こ・. 凡）o! Crops Rい（屯,・chcr,CSAC. 
マー 、＿一、 ＿一、
じ，い、ヽ ano P _. ・ へ` trotess, 冗恥dt"rocil.lctcon Manager, .¥-lSAC. 

CF、Cueva、re,, Direcloi 日ighcrEducatio,,, DSAC令

,, ,,r 
：口. :,.area HesearcいDepartment,山），

｀凡凡 Obordぃ SIシ¥RCA.
B々 八八)l)臼 c;mJr, Head, Soil Departm□ 1t, . 『RRC〗

1,7 _ V, T. Ang 

58。 i釘if→ 柴［青

厄．夏 il」尤

60. rl」中向リ］

61. 中 谷戸 義

Gern、、ralManagゃr, Phil. A尉 O・-Irn:luゞtrialCり叫

烈帯農業叶究［ンター,IPB, じPLB. 

. JlCA'. 印門象・, BPI. Cc11tn:.i Office, M八

＂し:A直門家， BPL,MA, Region 10 Regional Office. 

，犀外↑品力隊員， MAさ 贔 gion8 Regional Office. 

2) 調査項目

る.
i
)
 

I
s
 

3
 

斗
9
ベ

}

｝

 

,
1
,
 

目は以下の通りである。

(I¥ 
'"' 

ソサバとカン,Cンョ レj
レ」 ， 日本

のカン＇シ~ ヨ

(2) 

~
 

ぅ
J にしてしヽ る

の掘り取り

II フィリピンの と農業の概況

L フィリピン

フィリピン‘ と 量をそれそれ表 1と 5に示ず。ま は，山岳地域にあたる

s 、ヽキオを除し、て， 『］ 27-・30℃， 月て 24-27℃ と よる は小さし、。主

こ） 出さは ざさァ られなし、。 しか L, 年間降水量が少な

し、 ころて 1,100mm, 名し、ところて 16,000mm以上と あるだけてなく，月別降水量の分

布ら ~~ ふ ・ ' ヽ゚

表 4 フィリピン各地の気温（℃）

1 rJ 巳H 3月 4)--l 5月 6月 7月 8月 9月 10月 ll月 12月

ア、,,i) f t{,J 23. 7 24. 5'.;6. 3 28. 0 29. 3 29. 4 29. 2 28。7 28.0 27 .2 25.7 24.3 

/¥ギオ試馬臭場
jl 平均 I 16.0 173 19.1 19.1 19.c 19.C 18.9 19.6 19.3 18.0 16.4 

孔女，喜j 20. 9 22. 0 '.23. り 24.7 23.7 22.9 23.0 21.l 23.9 23.6 22.7 21.6 
(1ゞキオ｝

蔽低 9.9 10.0 lLO 13.~ 14.9 16.2 15.9 16.6 15.2 14.9 13.3 11.l 

マニラ ]「i汀 25.4 26.l 2'i. こ 28.9 29.4 28勺5 27. 9 27. 4 27 .4 27、2 26.4 25.4 

;'Inkー，.._,, r均 '"'26.i! "7.8 28.0 29.3 17.9 28,3 28_7 28,2 277 27.0 25,6 

—·t 人 t交 i『1,:':r :ru 33.:5 3り、9 3り，0 36. 34 7 3り.0 35. 3 34. 2 33. 7 32. 6 31. 9 

（万クナ県ガし ，，） 最低 l9.0 18.9 l:J.1, 21.ll 22.0 2l.O 21.5 22.0 22.1 21.6 21.3 19.2 

ビ ール試唸場（カマ
'F-±~) 21L3 24. 3 25. :.J 26. 7 27. :i 27. 5 27. 0 26. 8 Z6. 7 26. 2 2:i. 8 25. l 

'}ネス・スル県ピ'))
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このように． フィリヒンの気象は降水量によって特徴づけられるため， 降水量の月別分布によ

り7つの型に気候区分がなされている。各気候朋の特徴を表 6に， 気候区分を図 2に示す。
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表 6 フィリピンの気候区分

気餃別 土
ャ
~

牛 竺,,
心メ

A 冬季に長期間/5ら）］間） 0)乾哀夏季：こ［煩著な 1甘季 (7'.• 月i

B A型より乾予か戸く (4';月），旱はつの程度t弱し＼

C 冬戸に l~ 3ヶ月の知ぶ、ヽ位乍かあ

［） 夏李に 1--3 ヶ~ 月の短し〉乾手かある

E ポ大分旦降J)冬戸が［甘季とな，；；；か，乾亨← L降illか

F 作分以降の夏季かけj季となるか，乾季::も降ii~ がみ,,;; い

い 年を通し‘て・定の降lli かあ i)' 咀瞭左李節区分は〗・（ヽ

出所：農業省栢咤い

illll] Type A 

• I 
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図 2

ク

フィリピン共和国の気候区分（農業省植産局資料より）

この他に， 台風が頻繁 ることも特徴であり．北部地方へいくほどその頻度が高い。

,~ ,-, サマール島からルソン見南部および東部にかけては例年甚大な被害を受けている。
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2. フィリピンの農業の概況

フ 1 りピンにおげる

ン＆

ヽ

O

ゾ
~

qし8
、`

 

L
I
 

ぱ， 1,218

してし、る。 表7いこ，

さわてし、るイネて克る。イ

¥、すれも第 1 そ1
'
 

9
9
A
 

そ
，
 コナノツ， 1、グ屯ロコシと

もココナッツとトウモロコシ

戸’
I吋

（ア）

ぷ＇ぶ「平].-.C•
i二にし

'i、、i、;;, 
'3も-'i /'  263 

を占め， トウキビおよ

紐し、。この上うに， フィリヒンの主要な作物ぱ，イネ， ココナ ;I'J, rウモ

サトウキにおよびイモ類としゞえる。

fデ:、'',

表 7 フィリピンにおける作物栽培面積と生産量(1978)

作

且)IJ作物勿

物 栽焙面積(ha) 生咬量（し 『釘額［千ヘソ'

j ネ

I、ウモロュシ

'i~ 村す（ガンギ 'J類を除く）

カンキ）類

イモ類

野応1タマネキと/-',・ カイモを除く）

タマ iキ

ン-j 召］カ

シャカイモ

ス＇メ類

1::::-

コ刀ア

ラ，， IJセイ

他の食用作物

特！廿作物

二）可ナソツ

サトウキビ

マニラ麻

タ;{コ

3,508,860 

3,222.100 

434,610 

22.760 

46り，710

57.220 

12,650 

5.020 

3,170 

63 .120 

84.4GiJ 

4、370

47,900 

85.05り

6,89,J ,880 

2,8旦5,16巳

4,456,118 

122,361 

3,033,781 

38-lり42巳

84,748 

35,047 

20,046 

1-1, 172 

121,957 

3,082 

37,003 

284,829 

--ゞ__ J j_、

I) :1己i七‘ン＇ラン

介

カ］ズ） 7(種子つぎ）

汀夕 i種「つ沢）

,;i 

:-l.316.940 4,720,931 

471,791 3,282. ]03 

2,14. 260 l 29. 760 

7:J← i"lil :57,110 

320 J. ,l(Jcl 

パ3,700 5! ,434 

3.500 3.28い

760 8口

2、090 799 

6,791,072 

2,729,456 

3,691,539 

263,259 

1,059,092 

544.206 

172,31'1 

108,900 

28,439 

162, 9:24 

l, り1 噌308

78,813 

113,800 

481 ,61り

3,809,9国6

3,661,81り

240,137 

,:'>18 

:3, 160 

Iり9,791

2,776 

4, り19
マ n-ヽ）

',:CiC) 

］口，179,481 26らり9'i、6り2 26,318,2ti9 

し） 1 ,,,'/ :t忍;301'ltこ換豆される

Philippine Agriculture Fact Book and Buyers'Cuidc-(2nd Edition)上け
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八
7

図 3 フィリピンの行政区分(1~69)と農業省の地域区分(I~XII) 

l:Ilocos Norte, 2:Ilocos Sur, 3:Abra, 4:Mountain Province, 5:La Union, 

6: Benguet, 7: Pangasinan, 8: Cagayan, 9: Apayao, 10: Kalinga, 11: Ifugao, 

12: Isabeia, 13: Nueva Vizcaya, 14: Quirino, 15: Zambales, 16: Tar lac, 

17:Nueva Ecija, 18:Pampanga, 19:Bulacan, 20:Bataan, 21:Quezon, 

22:Rizal, 23:Ca,-ite, 24:Laguna, 25:Batangas, 26:0ccidental Mindoro, 

27:0riental Mindoro, 28:Marinduque, 29:Romblon, 30: Palawan, 

31: Camarines Norte, 32: Camarines Sur, 33: Catanduanes, 34: Albay, 

35: Sorsogan, 36:Masbate, 37:Antique, 38:Aklan, 39:Caqiz, 40:Iloilo, 

41: Negros Occidental, 42: Negros Oriental, 43: Cebu, 44: Bohol, 

45:Northern Samar, 46:Western Samar, 47:Eastern Samar, 48:Leyte, 
49: Southern Leyte, 50: Zamboanga del Norte, 51: Zamboanga de] Sur, 

S2: Basilan,'.i3: Sulu, :>4: Misamis Occidental, 55: Misamis Oriental, 

S6: Agusan del Norte, 57: Surigao de! Norte, 58: Bukidnon, り9:Agusan de] 

Sur, 60:Surigao dcr Sur, 61:Davao, 62:Davao Oriental, 63:Davao de! 

Sur, 64:South Cotabato, /i5:Lanao de! Norte, 66:Lanao dcl Sur, 

67:Maぢuindanao, 68:North Cotabato, 69: Sultan Kudarat 

1 : Ilocos, ll : Cagayan Valley, ill: Central Luzon, IV: Southern Tagalog, 
v:Bicol Vl:Western Visayas, W:Ccntral Visayas, Vlll:Eastern Visayas, 

八：Western Mi叫anao, X: Northern Mindanao, XI: Southern Mindanao, 
刈：Central Mindanao 
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まずイネについてみると，以前

育成した多収品種，

く，国内

の

ずことができなかった
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したといの補助食糧あるいは自給食糧的性格が強い。

と栽培作物の関係についてみると， A, B型のように乾季の長い

要作物てある力:, C, D型のように乾季が短くなると水稲た叶でなく

用作物として

ミンダナオ

なプランテーションが

され，てし汀る。

もさかんである G 比較的降雨の

よびサトウキ!'.'';:;:
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ツ，アバカ（マニラ廂／，サトウキヒなどのプ予ンテーション

ミンダナオ島のように台風害の少ないところではこの

地万 ビサヤス， ヒコールなど）では， イモ とくにカンショ sさかんてある。

付） フィリヒンの行政区分＼県〕と農業省の地域区分を図 3,こ；ボす。

III フィリピンにおける地下作物の栽培と木］用の

1. キャッサバ

1) 生物学的特徴と重要性

キャッサバ (Manihotesculenta Crantz)は Euphorbiaceae(トウダイグ の，

2 n=36の植物で，倍数体はほとんど存在しない。起源はブラジルの北東部といわれているが，世

界各地に伝播し，現在ではフィリピンを含むすべての熱帯地域で栽培されている。

キャッサバは士壌の質にかかわらず生育が可能であるが，土・壌酸度がpH=5.8~7.0,深耕され

排水が良好な砂～壌土での生育が良好で収量も高い。温暖で多湿な気候を好み，気温は 18~30℃,

一年を通じて降雨があり年間降水量が 700~2,000mmの条件て良好な生育を示す。

キャ y サバが他の作物に比べて栽培有利な点をあげると次の通りである。

① 単位期間および単位面積当たりのカロリー生産鼠が高い。

② 年中植付けが可能なため，農作業を分散できる。

③ 収穫適期以降も塊根の劣化が少ないため，畑で長期間栽培しておけば救荒作物として利用て

きる。

④ 栽培が容易で投下労働力の割に高い生産力を示すため，生産費が低く抑えられる。

⑤ 環境適応性が高く，特に耐旱性が強い。また，病虫害にも比較的強い。
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2) 栽培面積と生産量

全国の栽皐面積と よって なる されてし、るが，おお， 20万

ha、200)jt 司じ東南マンアのインド

i
-
-～
 ヽ

可
す

‘'ー り
，
 

~9,\ 

シア・タイに比べて

を上回ってし、る、）

に少なし、

゜
！ヽ8

 
しかし，

表 8 世界のキャッサバ栽培状況と主要生産国 (1980)

国 名 栽焙面積（千ha) 生哨壻（千ti 単粒：面積‘ーりたり収鼠(kq/ha) 

棋 界 ,;t 13,926 122,134 8,770 

/')カ

」[7メ，／）カ

南了メりカ

ナ，1,
j に

―.. , 
-)  

7,294 

160 

2,610 

3,841 

20 

46,773 

l ,02i 

30ゞ5S6

43,5S9 

222 

6,41'.1 

6,389 

11,706 

11,341 

11,072 

ア，，、こ？ラ

ガメ凡，ーン

ガ~ーナ

マダカ"スカル

モサ，，ビーク

ナインェリア

タンザニア

ウガンダ

130 

230 

230 

220 

600 

1,200 

940 

380 

1,850 

1,000 

2,250 

l ,450 

2,800 

11,000 

4,600 

1,300 

14,231 

4,348 

9,783 

6,591 

4,667 

9,167 

4,894 

3,421 

プラジル

コロンビア

パラグアイ

2,056 

241 

180 

24,554 

2,640 

1,950 

11. 942 

10,948 

10,833 

中国 243 3,174 13吟061

イント 370 6,500 17,568 

ィノドネシア 1,420 13,300 9,366 

フィリピン 185 1 900 10,270 

タイ 1 , 015 13 , 500 13 , 300 

✓,I·. ナム 480 4 , 000 8 , 333 

牒林水産省農ぷ園芸局畑作振興諜“いも類の生庄流通に関する資料，昭和57

年4月”より

フィリヒ/国内でなると，栽培面積では全作物中第 8位で｀地下作物の中ではカン／ョに次い

で第 2 の地位を占めている。 ビコール， 中部および東部ビサヤス， 南部を除くミンダナオ地域

で栽培がさかんで，栽培面積の 83.5%, 生産量の 91.9%を占めている。ほとんどの場合自給的

栽培の域を出ないが， l噂じの地域の中では，中部ビサヤスのボホール島，およびネグロス島東部，
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ミンダナオのカガヤン＄デ念オロ 中音［ミ／ダナオ(;巧コタ 近郊などに大規模なフ予

ンテーシご！ンら

ギマラス

ラ/,Cテ

る。また， これら

ソン~ のミンドロ

ョン：土カカヤン/. デ・オロ に ~{60

もさ西部ヒ号ヤスのネグロス

プランテーション ている。

および

ガヤン

の

臼合オ汀ごると 2.700 haの されてし、た 1〉。

キャッサパのプランテーション

C .• ¥、、て入ると．約 50%は中部ミンタナオ

，品種はJavaBrown: 

ダナオ

ルこ欠→ てしる。こわらの地域の り ミンダナオ :38さ3

こ し、一

各地域

てしヽ る。

9 に，•主 を図 4

表 9 キャソサパの地域別栽培面積弓生産量及び単位面積当たり収量 (1980)

域也ふ↓ 栽培面積(ha)

Ilocos 2,390 

Cagayan Valley 9り0

Central Luzon l . 520 

一c., 叩 tbernTagalog 8,510 

Bicol 32,440 

Wes tern Visavas 11,490 

Central ¥ ア^・1savas 30,730 

Eastern Visayas 28,350 

Western Mindanao 23,300 
了

I¥onhcrn Mindanao 26,360 
ヽ
Southern Mindanao 8,800 

Central Mindanao 29,380 

Philippines 204, 170 

出所：農業経済局

生！茫鼠(、t) たり収憤(t/hai 

18 .420 7.7 

3令889 4.3 

4,456 2.9 

43,093 5。1

292,962 9り

60,820 .亡,.心＇） 

89彎482 2.9 

126,855 4今 5

303,59] 13,0 

153,221 S.8 

53,640 (i .1 

1 .125.2JG 38,3 

2,275、645 、ll.l 
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Lape11a Sta,・ch and 

Fiour Miiis 

a
 

Purakan Plantation Company 

Lorenso Flour Mills-~~-~-~ 

~ 

乙
General Milling 

Corporation 

図4 主なキャッサバの生産地帯およびでん粉工場（聞き取り調査）

3) 利用形態

農業経済局のデークによると， 1977年には総生産量の 90%が食用され，でん粉原料用および飼

料用としてはそれぞれ 6および 4%が利用されたにすぎない。食用としての利用の大部分は，ゆ

でイモにして食されるもので，キャノサバケーキ，プリン，クッキーなどに加工されるのはごく

一部である 3)。でん粉原料用としては現在のところあまり利用されていないが， 1990年に

は紛生産量の約 14%が莉用されると予想されている。でん粉工場は 1978年の時点で，中部ミンダ

ナオに 3, 北部ミンダナオ，南部ミンダナオ，西部ビサヤスおよびイロコスにそれぞれ 1の合計

7工場が操業している。工場の規模は， Phil.Agro-Industrial Corp. のもので 1日のキャッサバ

処理能力が 50tて，他の工場では同等ないし 5倍の処理能力があるとのことである。でん粉工場

の名称と所在地を図 3と表 10に示す。飼料用としては，牛，山羊，豚，鶏などを対象としており，

今後需要が急速に増加ずるものと予想られている。特殊な用途としては， ミンダナオの一部で行
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われてし、る若芽の る。

写真 2 市場で販売されるキャッサパ＼タバオ県タグム）

3 ゆでイ ＇，サ;¥(左) , タロ
.,,' 

, h ✓ ざ

表10 操業しているキャッサバでん粉工場とその所在地 (1978)

、く、r,-
ノ
l

社 名 L̂ l
1
 

巾
り 在 地

伽 ncralMilling Corporation 

Purakan Plantation Company 

Malting Industrial and Commercial 

Corporation 

Lorenzo Flour、 Mills

Philippine Agro-Indus1 rial Corporation 

Manara Flour Mills 

Makar, General Santos City. 

Purakan, Balabagan, Lanao der Sur. 

Malabang, Lanao de] Sur. 

Balabagan, Lanao de] Sur. 

Maasin, Baungon, Bukidnon. 

Sagay, N cgros Occidental. 

Lapeha Starch and Flour Mills Longos, San Carlos City, Pangasinan. 

出所：フィリピン地下作物研究研修七ンター, Root Crops Annual Report. 1979 
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4) 主な栽培品種

食用

4-1-
竺―

ノ
＼よ

亭

四
’~r 

¥) 

J
*
 

ヤ
(
J る

\~ ~, し
＇
~
~ ぱ GoldenYellowである

力ヽ
9

「

~. 

~
 

力4
 

4八この

この他 ザ
9

、9
9“ 

r
i
 

イプ島て・, Brazilがポホ..Jし ノ
＼

l --, 
、ノ

ヽ~ 心 ・o

ン 成された品種として Lakanl 

さいたぶので，収量 32t/ha, 乾物率 44%,

として奨励されているが，名日的に利用

ンターで奨励している品種は名目的

よひ（いldenYellowの 3品種である。 GoldenY dllow 

れそれ 42t/haおよび 46t/haと非常

および Cercosporaleaf spotにやや嘉し

し，

4 キャッサバの食用品種℃olden Yellowミ（地下作物センター）

ヤ
＼

f
J

i)~ 
¥が＇t} 

／
 
＇ 

ん

品種

Java Bro.wn ('写真 s)とHawaiian5(写真 6)で代表される。 JavaBrown 

くのプランテーションで栽培されてし、る。訪問したプランテーンョン

この品樋であった。収穫は植付け後 8-9か月から

10--12 

プ,.、
',j, 

される。

Hawaiian 5 

40 t/haであるとされている

るが，一般には

は20t/ha前後であ

50 t/haと高く，中部ミンダナオのプランテーションの主力品

れてい入現在ではフランテーシ~ 丑ンで栽培されるキャソサベの 17%がこの品種で占めら

れてし、るとのことである。生育期間は 8-12か月で，これ以上経過すると腐敗し易くなり減収す

-17-



るとし、われて＼ヽ る。

フィリピン' ぱ， Datul してしヽ る。 Datu1は、

の約 2 42 t/haをあげ，てん紛合有率も 27%と高いたけてなく， Cassavabacteri』

leaf spotに圃場抵抗性を示すとされている。

写真 5 キャッサバの原料用品種ミJavaBrown~(Phil .Agro-Industrial Corp.) 

写真 6 キャッサバの原料用品種ミHawaiian5ミ（地下作物センター）

5) 栽培管理方法

(1) 耕起と整地

Brown 

トラクターまたはカラバオ (Carabao)と呼ばれる水牛で行われる。耕起の深さはトラクターで

-18-
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l. <、匁し、ぐそこ

と閲
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9

 

入，
9

t1オ
召
，

じて比

、、↓力

な

によるか，肥沃地 75 cm, 畦間 100cm, 1 ha当たり 13,333本

ぱこれより少なくされる。一般の農家では 80cm X 80 cm, 75 cm X 75 cm 

過密になると倒伏し易くなるため， 14,000本/ha以内に抑え

るよう

(5) t直付け

なさオしてし、る。

1こ育期間の降 少によぅ工 てまたは溝植え栽培が行われる。

が主て，畦の高さは 25--30cmにされているが，土嬢湿度が高い場合には，畦は

ぱ、，地表：こ討して，垂直煩釦，木平；こ柏える 3つの

,1げならは，垂直あるいは阻斜植えされ，乾燥気味の場合ぱ水平に植え 5-10 
。

るしrl 
さ

写真 7 水牛による中耕（ピコール）
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(6) 中耕と除草

に除草

週目の 2

る危陰性があるため，

2~3 る。 目とその後 5--6 

てしヽ る

なし、。また秀

そ

け後 2--3 

し始め，根を傷つけ

茂して地表面 されるためその役の

(7) 

苑肥

巳nリ

としない。

ぱほとんと行わオiてし，なし、力＼ あるい なプランテ、"'、

ションでは， リン カリをそ

として施用する i、)11.)で，追肥はあまり効史か 7ふぷ＼ヽ

<, I}ン酸＂ 力 1)は低し、とし、われてし、へ、9、

カリについて

ィ乎．
、~

＇ 

、1/
炉
2

~
し

-8か月力原

る

7、
叫 o

mの，レ ~-, ,_'-/ニ

取られる

れぞZL50~100 

てしヽ る

-, 

50--100 

ぎく異ふこるいさ

では 10-12か月と長くなる。

してし、る例ふ入られ

し~ 令 （欠し、

8 〗。このように，

75-120 

主わりのいとボロ

翌れる農具はポロとフォ

f々

~
5

9
9
 

こ,'‘t 

へこ斗ー

↓' 
；
；
 

r
(
3
 

/
r
 

--C"¥ 
'-' 

ヽ

が；かか~,

ふさ

し‘ るc 

写真 8 キャッサバの収穫に用いられるボロ（左）とフォーク（右）
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6) 主な病虫害

ぐ、

＇ 
4
,
 

↓
 

ソヤキ

F -

として知られズおり，アフリカ

African mosaicや

ある。フィリヒンでは，キャッサバ栽培の

のどこ，")このよりな

し、立し、心

アメリカなど古くか

ブィりし乏

な え

leaf spot 

してし、る］：―ー：

られ，てし、なし、。ま

11 

，＼で，キャ、;;サバ畑では名かれ少な

よる も な

しているり〉は

してしヽ る。 しかし，

つゞ —ヂ＾
ヽ

表11 フィリピンで発生するキャソサバの主要病害

、ー、tl
4
 

•L9tJ 

ヽ
,
1
 

ー

~~ ー~M,『口iiij「――-----------

輪作

sp,, 了
. 

!〈(八1ot rot 貯蔵塊甘↓(/) 

且1/1/f: Fir乱・Internは打onalRoot Crops Production Training Course , PRCRTC J:. 汀作成

表12 フィリピンで発生するキャ）サハの主要害虫

'ilk; 十，鮒J);/'i五1l 

虻J)斑、'iふ生育鼠＇古`

（カタカイガラ/.ン＼

マルカイガラムン）

！廿1iJi':Firぅ1International Root Crops Production Training Course(l98]), PRCRTC より『I切し

在牛株c))pすよ

薬剤叡化（マラゾ，，な

虜:11: 株の除文
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写真 9 キャッサバの主要病害ミ Cercnspornleaf spot、

て1
 

よふーこ
ヽ
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rial blightは諸外［日てぱ減収をひき起こす病害として庄意されていろ

らいてく、［し、るものの重大な被害を与えるには至ってし、なし、0

克主り了」わいてし、なし、 iJ)で， !(きな被害を受げてし、なし 'o

古虫についてもいくつかの柿類の存在が知られている。その
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3~5 日が限度てあるとのことである G
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,,re 
ヽ e' 

f 、

鸞履flll 価，、

. - ____ ,,_一 ’一 ... _ーり ----―--・・--・・ 

JO :-JOO 

8 ,:cw 

打r[f.『ナHボ十(;;,ヽ L•,,\JO,y:, I 、いい(JJtヽ｝

万直イJ-,ナ料¥lりへ '//1況,o小; 180 

順付げ甘料の［］月整 l I :i 
情料くり運搬(、10へ，!,/] .0り（噂ヌ） 120 

そ危甫植（梢え付け0)10%) 39.50 

•±. 除伶と中耕

七

除州（第 1[ii], i硝付け 2--3週間後）

除草（第 2鳳第 1[u]除草 2~3 週間後）

5. 施 肥

肥料

施肥••第 1 回

施肥・..第 2回

6. 収穫準備

7. 収穫 l日へ J/t (30t) 

8. 輸送 (25ベソ／台， 3t/台）

9. 災害積立て（生咋費の10%)

1

U

J

u

3

 

］

］

 

/

、

/

]]

c~  ̀

総生屯費

生産額(30t, 0.3ぺ‘ノ/kg)

収益

l ! l ha当たりの収支で生哨屈は30トン/haと想定している

2) 人）Jが15ヘソ／日，水牛十人力が30ヘソ/llと計韮する

出所： P. C. Tobias and C. A. Baniqued (BPI)による

30 

30 

225 

225 

479.50 

15 

15 

45 

450 

250 

271 

2,990 

9,000 

6,010 
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2. カンショ

l) 生物学特徴と重要性

カンショ (Ipomoeabatata.., (L.) Lam.) (まヒルカ

はメキシコからコロンビアに至る地域といわれている。

至る地域といわれている。

る6倍体 (2n=90)植物である。

メキシコからコロンビア

にわたる

広し

至る

されてしヽる。フィリピンは 16

されてし、る。

カモテ (Carnote)と

カンショは熱鬱地帯が原産地てあるため，生育適温が高く， 24℃以上必要で， 10℃

育が阻害される。耐旱性は比較的強いが，植付け後 6週間以内の旱はつは活着不良を引ぎ起こし，

中の降水量ぱ 500mm前後が適当であるといわれている。

育が劣る。十壌pHぱふ6-6.6がよし、とさを好み，

も強し、｛午物の る。

カン＇ンョの塊根はカロリー

ミンA

また，

いことなどのため， こから

ネルギーの利用

し、たけでなく， ビタミンAやCも含んでし、ること，

しやすい地方で

いためバイオマス資源としても

夕ビふ
ふ

I
¥
 

に加えて， 易なため， フィリピンではこわから

ある。

である。これらの有用

されている。

2) 栽培面積と生産量

1980年のカンショの栽培面積ぱ約 23万haで地下作物では最も多く栽培されている。世界的に

みると，栽培面積では中国，ベトナム，インドネシアに次いで世界第 4位で，生産量は約 HJ5万

tで第 6位に位置する。しかし，単位面積当たり収量は約 4.5 t/haと我が国の 1/5にすぎず，世

界で最も低収の部類に入る。このようにフィリピンは世界で有数のカンショ栽培国でありながら，

その生産性は非常に低い水準にとどまっている。世界のカンショの栽培状況を表 14に示す。

国内で最も栽培がさかんなのは東部ビサヤスで， ヒコール，中部ミンダナオと続いている。

キャッサバに比べて各地域の栽培面積が平均化されているのが特徴的である。生産量はビコール

が最も多く，東部ビサヤスがこれに並んでおり，この 2地域の生産量の占める比率は全国の 49%

にもlこっている。単位面積当たり収量はいずれの地域でも低く，最も高いイロコスでも 7.9 t/ha, 

低し、ところでは西部ミンダナオのように 1.6t/haにすぎない地域もある。このような低収は，

述ずる栽堵形態によるところが大きいと思われるが， カンショの主要栽培地帯が台風塊来頻度の

高い地域と合致していることも見逃せない。

カンショはどの地域でも比較的よく栽培されているが，栽培形態はほとんどの場合こく小規模

な自給栽培の域を出す，我が国の鹿児島のように，一面カンショ畑といった光景はほとんど見ら

れなし、（写真 10)。調査団は唯 1 か所カガヤン・テ・オロ近郊のルン~＇ヒア (Lumbia) で数 10 aの

カン＇ショ畑を見たにとどまった。表 15に 1980年の地域別栽培面積および生産量を示す。
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表14 世界のカンショ栽培状況と主要生産国(1980)

国 名 栽培面積（千ha) 生咤鼠（千t)

世界叶 13,345 107,254 

単位面積当だり収情 (k;1/ha! 

8 .0:11・ 

アフリガ

北アメリカ

南アメりカ
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ョ...0 ソノ＼
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767 

211 

196 
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113 

4,955 

1,269 
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8. 185 
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り.314
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888 

33'.:; 
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303 

9、89巳

日，2:i±

7,689 

6,206 

4,820 

l,767 

キュ、,__ ,, { 

I¥イチ

アメリカ合衆困

80 

63 

42 

304 

260 

497 

3,800 

4、127

11,922 

プラシル llO 1,000 9、091

バングラデシュ

中国

インド

ィ:,ドネシア

日本

北朝鮮

韓 国

フィリピン

タ イ

ベトナム

73 

10,580 

225 

300 

65 

28 

61 

230 

36 

400 

79日

87,080 

1,600 

2,025 

1,400 

375 

1,103 

1,050 

358 

2,400 

10.890 

8、23]

7,111 

6,750 

21 .538 

13,393 

18.023 

4, り65

9,876 

6,000 

ハプア・ニューギニア 98 440 4,490 

農林水産省農蓋園芸局畑作賑興課“いも類の生i笙流通に関する資料，陪和57年4月＂より
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写真10 キャッサバやマメ類が混在するカンショ畑

表15 カンショの地域別栽培面積う

地 域 栽培面積(ha) f七に/,'1.,,_こ珪n.'"'" ' 

Ilocos 13,110 103,910 

Ca只ayanValle, 10,790 54,325 

Central Luzon 8,940 27,607 

Somhern Tagalog 8、270 33,360 

Bicol 38,780 273,517 

W cs tern Visayas 11,440 53,937 

Central V1sayas 34,360 60,019 

Eastern Visayas 59,850 241,465 

W cs tern Mindanao 9,560 14,934 

'.'Jorthcrn Mindanao 22,690 78,509 

Southern Mindanao 13,300 70,429 

Central Mindanao 4,790 36.219 

Philippines 235,880 1,048,231 

出所：農業経済局

以塁(t/ha,
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3) 利用形態

1978年には生産されたカンショの 95%が食用として，残りの 5%が飼料用として消費され，で

ん粉原料としては用いられていない。地下作物の中では最も好んで食用にされるもので，米が不

足するような地方では主食替りにされている。カロチンを多く含む品種は貴重なビタミ /A源と

もなっている。イモの肉質は粉質から粘質まで変異に富んでいるが，粉質の方が好まれている。

ほとんどの場合，ゆでイモにして食べる。また，蔓先はビタミンAを多量に合む緑色野菜として

利用されている。イモと蔓先の大部分は自家消費されるが，一部は市場に出荷され販売されてい

る（写真 11)。飼料用としては， トウモロコシに替るものとして利用されている。調査団の見た大
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写真11 市場で販売されるカンショの蔓先（ダバオ県夕
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写真13 1株ずつ盛土して栽培されるカンショ（ヒコール）
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猿諧輝， "" ' " "心←ヽ冷穿紛'

写真14 カンショの主要病害

、ヽ
J

｀
刃
了 のところ見し、出されてし、なし、ぐ〉アリモトキゾウムン

/;、ガ（イニコ
''- ニヒガラスズメな られてしヽる

：土~ サッマイモノメイガ，

これらはそわ直

）
 

こ＞ I<::ーも ぅれてし、なし、0

表16 フィリピンで発生するかんしょの主要病害

写真15 カンショの主要害虫ミアリモトキソウムシ：
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表17 フィリピンで発生するカンショの主要害虫

夕
i虫吾 名 被 甚 防除法

Sweet po1at0 wee叫

1. ア＇；モトヤ（~占 j,

ciweet potato stem ho,w 

！サノマイ,:ノ~ メイカ）

Sweet potaい leaffolder 

いla.,j111m11a1i11.1 '!'. 育中の塊根 抵抗性品種の利用，

Fahiciu、 (j)宜吾 帖作，培土，薬剤散布

寄生いもの移動禁止

Umpか、a an恥砂,,,叫恥 地際に近い茎 苗の殺虫剤処理

Guen の食杏 薬剤散布：ハラチオンなど）

知 a,如mal.nanauiella 産のi1'内 薬剤散布（マラソンなど）

イモキカ，ヽまだは{干コカ! Hcn-;ch-Shafk, 

※農林9阿虫名鑑ifl本梢物防疫協会｝によればナ J、；メイカc.サJマイモ/メイガは 0 1/hsaltヽ

Walkerとされ,,.'る

出所 :F戸 tInternational Root Ccops Pr,xluction Training Cou,・so(!981), PRCRTC より作表

7) 貯蔵

キャッサバと同様の方法で貯蔵した場合， 5~7日程度しか貯蔵できないが，タロやバナナの

葉で包んで士中に埋める方法でぱ， 8 ~20日間貯蔵できるとのことである。また，乾季には，条

件さえよければ， 日陰におくだけで，約 2か月間貯蔵できるとのことである。

表18 カンショ生産の収支lJ

作業項ll 方働[J数： 価（ヘソ）

1. 耕起，整地

耕起(2lnl1 

砕上 (2[n]J 

畦立て

2. 植付け

植付I)材料(JOOペソ /5,000本， 25,000本）

植付け

3, 補植（植付けの10%)

4. 除草と中耕

めくら除草

培上

除草（第 1回，植付け 2-3週間後）

除草（第 2回，第 1回除草 2-3週間後）

5. 施肥

賢！釆斗 (IZ~JZ~JZ, 250-300kg) 

施肥

6書薬剤撒布

収穫準備

8, 収穫と輸送

，。災害積ダて（生序費の10%)

0

8

3

 

ー

総生光費

牛洋額(20ト:,/ha, 0.35へ'J/k~I 

収 益

J J J haの収支で．生哨掻は20トン/haと想定する

2) 人力が15へ・;/U, 水牛十人力か30ぺJ/日と計算する

出所： E. C. Cacho (BPI) による

300 

240 

90 

500 

75 

57. 5 

90 

90 

60 

60 

10 

480 

105 

100 

45 

]50 

244. 25 

2,686.7り

7,000.00 

4,313, 25 

8) カンショ生産の収支

カンショの生産の収文を表 18に示す。カン＇ンョぱキャソサパに比べると除草や収穫に経費がか
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からず，植付け材料の調達に要する費用が多い。

3. アロイド

1) 概略

ァロイトは AraceaeCサトイモ）科に属する Alocasia, Xanthosoma, 

および AmoゅhojJ/zallus属のイモ類の総称である。これらの起源は Alocasiamacrorrhizaとタ

ロと呼ばれる Colocasiaesculentaがインドからマレーシアにかけての地域，ココヤムと呼ばれる

Xcmthosorna sagitt加limn

し、・われてし、る。 このう

南アジアカヽら

フィリヒン‘

アメリカ， CyrtospermacJuzmissonisがインドネンア

熱鬱地域て広く

されてし、るアロイド

されているのは，クロとココヤムだけで，

ると

されてし~、るにすぎなし、 0

19の通りである。フィリピンではアロイドは， Gabi

し」 る Colocasia, 虞 ulentoとPaoと

されてし、る。

るAlocasiamacrorrhizaと

当たらなし、ため，

4
 

は明らかではなし＼

タロと Paoのっち，タロ とも に冬く， を占めてし、る C クロはい

も され，

さし、ためか，

庭の隅などでしはしばみ

は 3.4 t /haと

/̀ 
J
¥
 

写真16 水田の畦畔で栽培されるタロ（ビコール）

表19 フィリピンで栽培されているアロイド

種 名 名ンヒ）
 

ィ?
9
 

Colncasla esr、,ulenta Gab, 

Xanlhosoma sagilt;foliam Yautla 

Cyrtos加rm,,cham1sson,s Swamp Taru 

A morphophallu、campanu/0111ヽ

--32-



タロ以外の Pao,Yautiaおよび Swamptaroなどは常に食用として利用される作物というよ

りもむしろ，他の作物が不作の場合の救荒作物的性格が強いようである。

2) 栽培の概要

アロイドはほとんどが自家消

た。今回

リピン地下作物研修センターが指導しているタロ

（］） 耕起と整地

低湿地の場合はまず排水し，その（差耕起，砕土，除草を行い， i負，地を均平にずる。畑地の場合

は，耕地，砕七．除草を行った後， 75cm間隔に溝を切る。

(2) 植付 の準備

を橙付げるが，最も望主しし、のぱ親イモに地上部を

忍.,.〉な,,八ー-一

(3) 

r:Jr d cm 

(4) 

闘

る

¥,;~ }) 

上品種特性や栽培方法について明らかにすることができなかったのて，フィ
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}勺ノ
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4) 貯蔵

は他の打じ下作物と

]~ か月か限度である。
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1) 概略
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ヤムは Dioscoreaceae(ヤマノイモ）科の Dioscorea属のイモ類の総称である。ヤムには一般

によく知られているヤマノイモ，ナガイモなども含めて多数の植物学上の種が含まれており，食

用となるイモを着生する種たけでも 60種以上あるとされているが，実際にヤムとして栽培されて

し、るのは 10種ぐらし、である。

ヤムは元来か熱帯性作物であるため．生育適温は 25-30℃と高く，ヤマ／イモ (D.japonica)や

ナガイモ (D.batatas)を除いて低温に対する抵抗性は弱い。 20℃以下になると生育は著しく抑制

される。耐旱性は比較的強いが，多湿条件での生育が良好で，一年を通じて平均した降雨が 1,500

mm以上サる地域での栽培に適する。しかし，湛水状態で生育することができない。上壊は，肥沃

な壌士を好み，キャッサバやカンショのようにやせ地での栽培には適さない。

フィリピンでは表 20に示す 6種が栽培されている。このうち，栽培面積が広いのは Ubiと呼

ばれる D.a幻taとTugiuと呼ばれる D.esculentaである。 2作物合わせて栽培面積は 9,000ha, 

生産量ぱ約 3万 tてあるが， Ubiはそれぞれの 90%を占めている。他のヤムについては，栽培状

況は明らかではない。

表20 フィリピンで栽培されているヤム

種 名 フィリピン名

Dioscorea alata 

D. esculen ta 

D. bulbifera 

D. hispida 

D. pentaphylla 

D. rotundata 

Ubi 

Tugui 

Abobo 

Nami 

Lima-lima 

ヤムは他の熱帯性植物地下作物と同様に， 自給作物的性格が強いが，今回の調査では，研究機

関の圃場以外で（ま，栽培を見ることはできず，道路脇や叢林の中に野生または半野生状態で生育

ずるヤムを目にするにとどまった。

2) 栽培の概要

フィリピン地下作物研究研修センターで指導している Ubiの栽培方法を紹介する。

耕起，砕土をそれぞれ 2回行い，巾 100cm, 高さ 20-30cmに作畦する。植え付けは，約 250g 

したいもの直播によって行う。この時イモの切り口に木灰を塗布して，菌類なとによる腐

敗を防ぐ。ヤムは名湿上壌を好むため，雨季栽培が適すること，また休眠性 (4-6か月）を有

い休賑覚醒が 4-5月になることが多いことなどにより，植付けは 4-5月に行う。栽植密度は，

株間を 75cmにして 1ha当たり 13,333本とするのか適当である。支柱栽培ずると生育が良好で培

ると生育が良好て収鼠も増加するが（写真 17), 支柱により機械除草が不可能なため，除草に
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手間がかかることに注意する。廊肥は萌芽後 1か月目ぐらいに行うが，その量は士壌の肥沃度に

より異なる。収穫は植付後 6-7か月して行うか，葉が黄化し始めてから 1-2か月後が適期で

ある。収穫ぱ手作業て慎重に行う。

写真17 支柱栽培されるTugui (地下作物センター）

3) 病虫害

としては、 Colletolrichumsp. また心 Gloeosporiu叩 Sp.によって起こる Leafspot (和

名不叫〉と Rhにopussp., Penicillium sp., Fusarium sp. およひ Botryodiplodiasp。によって起こ

るイモの腐敗病がある。しかし，被害の程度に関する情報は得ていない。

5. ジャガイモ

1) 概略

シャガイモはフィリヒンでは高級野菜の一つて，キャソサバなどの熱帯性地下作物とは性格を

異にずるっ栽培面団は 3,000 りで，カガヤン俣谷地域のベンケット県とマウンテン・プロビ

ンヌ、県に集中してし、るへ生産量は約 2万 tであるが，これだけでは総需要の 85%にすぎず，残り

'1) 15%は輸入に頼っている現状であな単位面積当たりの収量は約6t/haて，我が国の 27.7 t/ha 

に比べると極端に低い。 1978年の生産状況を表 21

マニラなとの大都由では，食生活の洋風化が進み，シャガイモの需要は今後増加の

ると予想され，生崖量の増大が期待されている。

ど

2) 主な栽培品種

栽培品種ぱし、ずれも欧米からの導入品種である。優良品種とされているものは，西ドイツから

入された Cosima,Finaおよび Isola,オランダから導入された Jearla,Barakaおよび Siro,米

国から導入された RedPontiacである。
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栽培方法は，今回の調査でぱ明ら ることはできなかった。

表21 ジャガイモの地域別栽培面積，生産量及び単位面積当たり収量 (1978)

地 域 栽培面積(ha) 生産鼠(t)

Ilocos 

Cagayan Valley 

Central Luzon 

Southern Tagalog 

Bicol 

Wes tern Visayas 

Central Visayas 

Eastern Visayas 

Wes tern Mindanao 

Northern Mindanao 

Southern Mindanao 

Central Mindanao 

Philippines 

2,370 

20 

10 

17,488 

54 

43 

60 86 

※ 16 

420 1,251 

160 797 

130 311 

3,170 20,046 

単位面積当たり収量(t/ha)

7.4 

2.7 

4.3 

1.4 

3.0 

5.0 

2.4 

6 3 

出所： Philippine Agriculture Fact Book and Buyers'Guide, 

※lOha未満

3) 種いもの増殖

されてし、るジャガイモはずべて

よって， の戚少，品質

ィ｝］ピン， I'1 ッ苓、ン~ ャブJ

なものになり

and Seed『牙oduction

ベギオ

マ、 るにつれてウィルス

る。そこで，酉ドイ／と

などに

し、..

White Potato 

し、 ノヽ
t,’ 

し、もの り

さ;!1

写真18 茎挿ししよる無病シャ の急速増殖
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18), 次いで山岳地域の選ばれた農家で増殖される。 1981年の春作では，柿いも増殖用と

して約 29ha栽培され.429 tの種し、もが生産されている。このようにして増殖された種し、もは無

に取り出されウィルス検定がなされている。今後も体制を維持して，山岳地帯で栽培される

ジャガイモをすべてウィルス・フリー化する方向でなされてし、る。

4) 主な病虫害

病虫害はフィリピンに特有なものはなく，世界的に間題とされているウィルス フィリピ

ンでも最大の被害をもたらしている。シャガイモ葉巻ウィルスによる葉巻病，ジャガイモA,X令

Y, S, ウィルスによる病害が代表的なもので，収量の低ドの最大の原囚になっている。他に，

(Phytophtlwra infestans (Montagne) de Bary), 黒あざ病 (Rlzizoctoniasolani Kuhn)なども

~［要 ある。

シャガイモカ (Phthorimaeaoperculella Zeller) 肉部，茎およひイモを 1 -r 
l.、¥...,

し，

と商品価値を低下させ，アブラム／やスリッフスは吸汁によりさ

圧える。ジャガイモシストセンチュウも重大な害

ウィルスの こJ
L
 

専‘とさ
，
 

コ[’

えるものの。つで応る c,

5) 貯蔵

ガイモぱ，高温卜て貯蔵すると腐敗しやすいため，国際シャガイモセンタ-

された簡易貯蔵江が実用化苔れてし、る。簡易貯蔵庫を写真 19に示ず。左おバキオ 9ふ
;,;_, 

発

し、もを 10℃ の中で貯蔵している。

写真19 シャカイモの簡易貯蔵庫（ハギオ
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IV 地下作物の試験研究体制

1. 研究計画の概略

フィリヒンては，不足しがちな食糧の自給と石油エネルキーに代るバイオマスエネルキーの確

保のた心地下作物が近年急速に注目されつつある。農業経済局によると， 1977年における熱愕

性地下作物の栽培面積は 42万 6千ha,生産量は 2,100万 lで額にして 8億 9,800万ペソ（約 270

lペソは約 30円で，本幸伎告では 30円で換算している。）にのほっているが， 1985年には

キャ，，ザバとカン＇ン丑だげでも 1,400万 t, 6億 7,000万ヘソ（約 201億円）， 2,000年には 10

ソ（約 300億円）にも及ふと f想されてし、る。

このように， フィ｝）ヒンにおし、て地下作物の重要1在は年々向上してし、＜ことが予測されている

が．罰箇ても述へたように，地ド作物の生産と利用には名くの間題が内包されており，品種の低

名くの柄虫害，貯蔵の困難性，限られた加工利用法，低い栄養性，限られ

なと改善すべき点は多岐にわたっている。

そこて， フィリピン農業資源研究会議 (PhilippineCouncil of Agriculture and Resources 

凡 search,PCARR) 1主， 1973年に最初の地下作物研究計画を立て， 1976年には研究計画の再編を

竹〉て，現在の研究体制

地下作物の試験研究の

してし、る。 1977年には.1976年に再編された研究体制にのっこり，

かつ普及教育機関として， フィリピン地ド作物研究研修センター

(Philippine Root Crop Research and Training Center, PRCRTC)がl::サヤス州

置されている，）最近では，キャッサバとカンショの「10年計画」が策定され，

る。

に移されてし、

こうした［月家研究計画の最終目標は，地下作物の生産力を向上して，国内における よび

・［業原い用としての需要に充分応え，余剰分は面外輸出にふり向けることができるよう

物産業を形成ずることにある。この目標に到達するための方策として主なものは次の通りで，現

精力的に活動がなされている。

地下作物に開ずる農学的社会経済学的分析を行って，地下作物産業を形成ずる

左明らかにする。

② 現在の品柿を改良して，名収性，病虫害抵抗性，加工適性を備えた優良品種を育成ずる。

③ 地下作物に特有な生育特性を明らかにして，適切な栽培方法，作付体系捻よび病虫害防除法

を確立寸る。

加「• 利用・貯蔵など収穏後の諸技術を向上させる。

⑤ 新しい農業技術を積極的に普及させる。

この計画への参画機関は，農業省の植産局，土壌局，畜産局， フィリピン' フィリピン地

下作物研究研修七ンターおよび他の農科大学である。
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2. 研 究体 制と 研究機関

フィリピンにおげる地卜了作物の研究機閃 の試験場と される。

かつ独創的

<~ 以下地

あるし主 t::,地域ど巽：こずろ

カガ~ヤン念，，ミ'/--

ているのは大学で，その中でもフィリピン地下作物研究研修センターー

）とフィリビン さかんで

協力体制が構成さ ンターえ'"-

らの

ミンタナオ人芋，和よひハラ「］ン国

地 !'1乍物センターから

左幻って＼，ヽる。これ

などを行＼＼

ずる

農業省

にされてし、る c

げ） は，品種比鮫試験と しヽるにすぎなし は大統領

府の強い後押しによって， El本のカンショ 3品種が導入され，その生産力試験と増殖が行われて

表22 地下作物の研究機関

N0. 名 ホ工↑ 所 在 地

大学

0 1。 PhilippineRoot Crop Research and Training Center, 

Visayas State College of Agriculture 

C 2 . Institute of Plant Breeding, University of the 

Philippines at Los Banos, College of Agriculture 

3 . Cagayan Valley Agricultural College 

0 4 . Mountain State Agricultural College 

0 5 . Camarines Sur Agricultural College 

6。 PalawanNational Agricultural College 

7 . University of Southern Mindanao 

0 8 . Don Severino Agricultural College 

農業省植産局

Baybay, Leyte 

College, Laguna 

Lal-lo, Cagayan 

La Trinidad, Benguet 

Pili, Camarines Sur 

Aborlan, Palawan 

Kabacan, North Cotabato 

lndang, Cavite 

9 . Ilagan Expt. Station 

10. Luna Expt. Station 

0 11 . Baguio Expt. Station 

12. Baguias Seed Farm 

013. Al bay Expt. Station 

0 14. Romualdez Expt. Station 

15. Bohol Expt. Station 

16. Claveria Expt. Station 

017. Kidapawan Expt. Station 

その他

Ilagan, Isabela 

Luna, Kalinga, Apayao 

Baguio City 

Baguias, Benguet 

Buang, Tabaco, Albay 

Baba tngon, Leyte 

Gabi, Ubay, Bohol 

Claveria, Misamis Oriental 

Kidapawan, North Cotabato 

018. Southeast Asian Regional Center for Graduate Study and College, Laguna 

Research in Agriculture 

0印は訪問した研究機関
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し、る。

この他に， 東南アシア地域農業教育研究センターがCL4T(国際熱帯農業センター〉から配付を

受げたキャッサバの品種系統を， ドン・セベリノ農科大学で保存し増殖している e また，山岳朴l

には北フィリピン地下作物研究研修センターが設置され， 1983年度から，／ャカイモ，

カンショ， タロについて大規模な試験研究が開始されようとしている。

フィリピン：こおける地下作物の研究機関を表 22に，その所在地を図 5に

-----------10 

12 

4 

11 -9 

5
 

ロい炉〇
14 

6
 

17 

ご

図5 地下作物の研究機関（番号は表22のNo,と
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3. 国際協力関係

地下作物の

ヵ［）現状を表 23

から研究および資金面での協力をうげて推進されている。

他に AVRDC,IITAなどの国際機関との研究交流も行われている。

表23 地下作物研究に関する国際協力関係

・・; " • i t'.'.'.')叶究1幾関 協力機関また：ti月 ! ll;'・: !、

Philippine fいol Crop Research 

恥 d. 「miningCenter 

l11tt'rnaiio11al Dcwlopmt•nt Research A Program for tht・lい 退biぃhm,叶）：口fa 

C,・ntcr (IDRC), カナタ~ ＼＇ . attona, Root Cropド 1'''"'arc、,an心

1ViSCA) Outreach for th,、l'hihpp111i、
Th,、International Foundation fot'Other Rnu1 CrいpResearch Pr")し＇（！ぶ

Sci,,nc,, (TFS), /、 ,'7ャ,・,,
Bag叫 ゞ P凸tarnHcscarch 

叫 恥叫opmrntC国 Cl'

,.・qこ｛訊馬臭場，

内 l、イ／ Fhilippim•-C:crrmu, v¥'hitc Potat,, H, ヽt'arc!,,

Dr, ゃI,卵 nいntand ,.;,,cd Produt'tion Proもram

,,,、,,, - ""  ， , ,  

Northern Pliillppi,,, エ、 Rool Crops Till、In1L'rna1ional Potato C,・ntcr ¥iSAC-CIP-PCARR Pn1a10 Ile・ 心釘ch

Rパ mrch とrndTraining Center (C!P),',''. .. Pr-t•Jl• r・tヽ

Don Sかvc-rino Ag,・i,:ultural CIAT, 

Col!,,1託

Sc>u!lwasr A嘔 n l紅 giona!Cente 1 

詞（江aduatc Study and 厨ぃarch

in Agriculture 

4 訪問した試験研究機関

1) 大

｛□ en化r,

レイテ県

4こンター

ミイ (Baybay, 

Root Crop 凡、ゞぐ（［パh and 

ー,'ここ ヵ、し エ、:j 卜 9タクロ.ミヽ ，9 ク lコ，，ミ、／ ゴ`一
ー目
1,・

）
 

~> 
•— 

lll ヒンター、 State Coll心

20) ., ViSCA CT)予長：ょ F。 A令 Bernardo1尋

合し、ながら七ンクー
1 ...,.-
し、 1ゞ

し、ヱ
'"'0 

18匂て， し、< ✓:) jJヽ （ハしゞ 四Iiりパ！ごし

，，，へグ）＇ふ ｝ 
1- .'ふ＇［い ductwn

Pusthw了＇い ITec!nwfo召vSc ctio n (l) 

今［可，工とし

およ

は，それぞi,F、

C, R じ Bartolini ぢよび E.S. Data 七：、ぐ/

る0 ヒンタ---- 図 6
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写真20 フィリピン地下作物研究研修センター

-
4
 

：←ヒサヤス州立農科大学

フィリピン地下作物

研究研修センター

図 6 フィリピン地下作物研究研修センターの機構図
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ギャン・_.; 1 -r, 、一~こ、，-ヽ, __ ,_、＂ゃ-0 

る

・, ...,,. ~-ぞり → ； 口 Iふ⇒
し、 4、; , /'ゾ←

させる‘！こめ，

jヽ るヽ。

"Radix" されてし、；；；)。 1979

バ9月nual テーマ りてある。

表24 フィリピ ターの研究テ- 1979) 

l . VarieLal imprぃvemem
1 . Gcrmplasm collection, hybridiヽationand selection of improved cassava varieties 

2. CBB (Cい savabactcri釦 blight) distribution in the Phiiippines 

3 . Germplasm coJlection, hybridization and eヽlectionof improved sweet potato varieties 

-1 . Flowering frequc:ncy amc,ng 445 sweet potato cultivars in the germplasm pool 
r: V 1 . d d .. ., .'ariety tぃ;tingo nauve am mtro ucc Hawanan gabi(Colocasw e., ℃ ufenta (L.) 

in the Philippineゞ

6 . Collection, evaluation and culture of local and exotic varieties of yam (Dio,、rnreasp.) 

under Philippine conditions 

7 . Effect of boron and gibcrellic acid on flowering and seed production in cassava and 

sweet potato 

8 . Floral biology of selected cassaya and sweet potato Yarieties 

U. Croppin只 system

l . lntercropping of sweet potato, cassava and gabi with legumes as a cultural management 

．ヽystcm

2 . Crop rotation of sweet potato, cassava and gabi with legumes as a eultural 

management system 

Ill. Cul1ural management 

1 . System of continuous cropping for sustained produetion of sweet potato and eassava 

2 . The effect of different methods of seedbed preparation and planting position on the 

yield and agronomie charaetcrs of cassava (Golden Yellow) 

3 . Development of cultural techniques for tuber production of mother plants and runners 

of taro (Coloじasiaesculen ta L.) 

4 . The relationship between tho leaf types and yields of cassava and sweet potato at 

different nitrogen lcn'ls 

IV. Nutritional studies on root crops 

1 . The influence of oヽilpH on tuber formation of root crops 

V. Pest management 

1 . Potential weed control on sweet potate 

2、 Studieson a virus -like mosaic disease of gabi 

3 . Preliminary herbicide screening for upland gabi 

4 . Critical weed control for maximum production of sweet potato and cassava 

VI. A只ro-cconomic studies of root crops in the Philippines 

1 . Study on the different root crops grown in the Philipprnes 

2 . Production and management praetices of root erop farmers in the Philippines 
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3 . Consumption and utilization of root crops in the Philippines 

4 , Factors associated v,;ith adoption of improved technology of root crops in the 

Philippines 

VH. Design development and evaluation of farm tools and equipment for production and 

processmg 

1 . Design and development of tools for production of root crops at the f姓rm level 

廿!I.Post-harvest handling, processing and utilにation

I . Traditional、toragcand procoゞsingtechnique、u、edfor・1ropical root crops in the 

Philippines 

. Pilot project on wheat flmH'substitution using swc、（―'tpotaio and cas退 va

L¥. Development of processing and feeding techniques for maximum utilization of root crops 

for animal feed at farm level 

1 . Methods of preparing 1叉lotcrops as bas叫 feedfor the performance of fattening pigs 

of various genotype and its profitabilitv at the farm lc,・el 

ご. Effects of varying levels , ―) f root crop tuber meals on d正喜槃 pr位iuctionon m叫lard

duel、、
3'. 「heeffect of lcr叩 iiof soaking shrc,ddcd crop lll sea 国) llS stori, 塩

quali:y 

X . Ail intensive 町1dcritical sun竺＼，（、）f cxisling in辻ustrialprocessing of roい crops

頁叫ectionfor the next decad← 

1 . Study on the existing i目duヽtrialprocessi噌

2、 Studyon the utilization and distributicn of 

¥! _ Winged l叫,ean

root 、:cops m the 『いilippincゞ

1 . GnJwing pattern .. plant type intぃractionin relation to growth and yield じ,fwinged b闊 H

storage—, roots 

2 -「heeffect of vegetative and r・eproductive pruning on 1hr、・vieldof win瞑 db<叫 , edible 

tubers 

3 . The effeet of N, P ほndK fortiliバ rson the production of winged b噂 且 さtorageroot'.-

4 . Staking and rn、m-stakingstudy on th,_, production of tuber-p『oducingwinged bean Yarnc'tic→ 
5 , Planting configuration performance and t!cologi噂 Ilでlationshipof root crops planted 

singlv and in combinaiion withりthcrcrops 

(2) フィリビ' (Institute 

at Los Baiios, of 

ラグナ県カレッシ (College,L≪ 只una)

Plant 

UPLB, 

写真21 フィリピン大学農学部植物育種研究所
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＂ 
マニラ市内から

iii 研完内容 この

このう

1時間

の部門から構成され， は R.M. Lantican 

しては， A.L. Carpena薄士

ょ

を中心とする 4名の

し、る

）
 

び
、し
1
9

、

一―_＿＿-
rE-―
 

名八
いー た，

r
 

るヽf
¥
a
 

して~ しヽる C

キャッサバおよびカン＇ショの

スクリ，..ニングによる

して~ し、る。また， カン~ シ~ ヨ

のスタリーニングを IRRI( 

! ~l) カマリネス愁 7,11農和大字： (Camarines Sur 

水田の

して『了ってし、

CS'flCJ 

で

るヽl
>
 

カマ l)ネス釜ス Jし県ピリ

11 -マニ らパー から車で 2

--') 
文、），JC 

1̂
 

てしへt' 
.• , つで，センターか

はキャ，丑バ，'/

夕
~

｛よ].D. Tosoc l八である

(4) 

く
ー,

1
 

`
l
 

て約 1り］］‘。

・1ヘツやイヂゴなどの

ジャカイモ

ベ、／ケ，クト犀ラ・トリニダー

で約 5

してし、るの

ジ~ ャカイモ，マ，1/ シュルームなど

バギオ清，ターボプロ、ノ

E. 0. :3ano 

＼、なし｀ンャガイモの研究圃場は約 5haあり，そこでは欧米から

他の 〔ニンジン＇など〗との混作試験：およ

なら約 50分もバギすか

，
 

↓
ぶヵる 研究員数

してし、ろ，：＇

る

てしヽ る。

この太学は，地下作物センターの協力大学ということであるが， には独自 つ

ており， ィり

ピン地

ところ地ドイ午物センターとの研究協））はなされてし、なし、。 1981年

センター (NorthernPhilif>pine Root Crops Research and 

Centぐ）・・, Nl'RCRTC) され， 1983 ら本格的な研究活動に入るとのことな

のて，今後は地―卜作物センターと協力しつつ，山岳地鬱におげる地ド作物の研究が推進され

よう。

(5) ドン・セベリ／ (Don Sei、,erino Agricultural Collじge,DSAC) 

キャヒテ県インタン (lndang,Cavite) 

n 交通 マニラから車で南へ約 1時間乎
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水田の璽にタロ

されて
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2) 農業省植産局の試験場

i l) アルバイ (Albay 

アルハイ県タバコ， ファング (Bzwng,Tabaco, 

ll ら 2時間

ui 研究内容 カンキツやクルミなどの果樹類，カボチャやトマトなどの野菜類およ

にしている。地下作物は 1981年の研究課題が 6課題であったのに対し， 1982

ぷ 18課題に急増し，最近力を人れ始めた作物である。敷地面積は 64加．場長は D.Protacio 

氏で，地下作物担崎研究員ぱ R.Estioko氏をはじめとする 5名である 0 ここでは，キャッサ

バ，カンンコ認よび夕 Iコ：こぐ）し、て，

ヤムについてはこれから試験が開始されるところである。

12) ロムアルテス試験場 (RomualdezExperiment Station) 

l 所在地 レイテ県ババトゥンゴン (Babatngon,Leyte) 

n 交通 タクロバンから北へ車で約 20分。

m 研究内容 敷地面積は 30加で，地下作物では，キャッサバとカンショについて，

廂肥試験，柄虫古防除試験などが行われている。現在ぱ， 日本か

ト
~
｛

し

たコガネセンガン、 2号およびミナミュタカの生産力試験も行っている。地下作物担当

者は 5名である。

(3) キダパワン＇試験場 (KidapawanErperiment Station) i 所在地 北コタバト県キタパワン，

アマス (Amas,Kid⑪ mean, North Cotabatu) 

ii 交通 マニラ空港からシェ;,I、機で約 1時間 40分でタバオ空港着。空港から車で約 3時

間。

iii 研究内容 敷地面積は 560J囚で，対象作物は， トウモロコシ， リコクトウ，ラッカセイ，
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ダイズ， カボチャで，地下作物はキャッサバとカンショの増殖および日本から導入したカン／

ショ 3品種の生産力試験を行っているにずぎない。従って，研究員は， C.Cordova場長を含

めて 6名いるが，地下作物専門の研究員はいない。

(4) バギオ試験場 (BaguioExperiment Station) 

1 所在地バキオ市 (BaguioCity) 

ii 交通 山岳朴I立農科大学の項参照

iii 研究内容 この試験場ては，イチゴをはじめとする野菜類， レモン，ナシ， リンゴ，西洋

グリなどの果樹類およびシャガイモを研究対象にしている。熱帯性地下作物は，カンショの

増殖以外は全く取り扱われていない。敷地面積は約 43加，場長は C.0. Ancheta博士で，

研究員ぱ 12名である。シャガイモの研究はフィリピンードイツ・ジャガイモ研究・種いも生

産計画にのっとって行われている。研究の中心は無病種イモの増殖にあり， ウィルス病の検

定法，急速増殖法に関する研究かなされている。また，品種比較試験による奨励品種の決定，

栽培方法，病虫害防除法，貯蔵法についての研究も意欲的に行われている。フィリピンード

イツ・ジャガイモ研究・種イモ生産計画の概要を図 7に示す。

ヽ·~

i ハキオ試験場ての試験 I 

I 
ハキアス原々種農場および山岳地域の

~lj直叫支ー一一—------~-J
「..............―---,_,_」―-----------

- I -

[}!_一.~ l研 究J
I . 

［ステーシ 1.種いも生産， ： ，ステーシ 2.種いも生産 7
I 温室内て H固体から急速 L—ー→＇ 発根した茎をハキアス原 i

—··--·-····················......... , l・---・・・・・・・・・・・---・・・_.., し増殖（茎挿し） I 原種農場0.3haて栽培 ！ 

↓ 
i増殖した種いもをカラス室! lステーシ 3.ハキアス原々 I
1 または実鱈てウィルス検定！ ！ 種農場3haて種いも増殖 1 

I種いもの貯蔵 (lOC)
し...一．．．

日呆証手順
---ヽ― --- - ------ -一 -- --ーー ］ 

↓ 
ステーシ 4.ハキアス原々

Lt重農場16haて種いも増殖
-- -

二デ□5 1山岳地域の選

i しよれた農家との契約栽培

i により 80haて種いも増殖

I 
□テーシ 6.山岳地域の選！

I : まれた農家との契約栽培 i
により 400haで種いも増 I 

I 殖 I

↓ 12切加a用の種いも生産—種

I I 
いも需要の50%. ・-・・ ·-~··-- . . . . . . ・-・---・J 

1圃場試験：品種肥料．除 I
l 草，病害虫防除に対する 1

I 薬剤の効果貯蔵輪作 i

［ など―-----~ J 

図7 フィリピンードイツ・ジャガイモ研究・種いも生産計画
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(5) マンダウェ試験場 (MandaweExperim⑰ t Station) 

所在地 マンダウェ市 (MandaweCity) 

ii 交通 セブのマクタン空港から車で約 15分。

iii 研究内容 トウモロコシ， リョクトウ，ブドウ，ジャックフルーツ，野菜類を対象とし，

敷地面積 7.9ha, 研究員 7名のこじんまりとした試験場である。 A.Batumalake場長によれ

カンショを作付体系を一素材としているだけで，他の地下作物は利用していないとのこ

とである。しかし， 日本のカンショ品種の増殖はなされている。

(6) ヒコール試験場 (BicolExperiment Station) 

所在地 カマリネス・スル県ピリ (Pili.Camarines Sur) 

]! 交通 ナガ空港から約 2km, 車で約 5分，

iii 研究1大］容 水稲， トウモロコシ，野菜類およひマメ類が研究対象とされている。地下作物

く扱われてしヽなし、く、敷地面積は 70ha, 場長ぱ E.S. !3aba!uoro博士で．

は 12名である。

(7) ダ/:

l! 

iii 研究内

地下作物

(Da図()

ベゴ・オシロ

ら約 40分。

く研究されていなし 'o

22名と訪間した試験場の

3) その他の研究機関

Station) 

Oshiro, Davao 

よひコーヒー， ココア， ゴムなどの特用

1. 000 haあり，研究員か 17名，

ある。場長は L,Petracl屁 る。

¥ 1) 東南ア／ア地域農業教育研究センクー (SoutheastAsian Regional Center for Graduate 

Study and Research in Agriculture, SEARCA) 

所在地 ラグナ県カレ，1/ 、ン (College,Laguna) 

ii 交通 フィリピン大学に同じ

iii 研究内容 本センターの R.R.Obordo博士は CIATの東南アンアにおける指導者とし

て， CIATで育成された新品種・系統を導入し， ドン・セベリノ農科大学で保存増殖してい

る。

(2) トウィン・リバーズ研究センター (TwinRivers Research Center) 

所在地 ダバオ県タグム (Tagum,Davao) 

ii 交通 ダバオから北へ車で約 1時間半。

iii 研究内容 バナナを 1,300ha, ココアを 200ha栽培しているイホ・プランテーション (Hijo

Plantation)の中にある研究所で，プランテーション生産性向上のため，植物病理，昆虫，士

壌数理統計，気象など多数の部門から成り立っている。研究員数は 50名以上で，機械類等

もよく整備された研究所である。
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V 地下作物の試験研究および普及活動の現状

1. 品種改良

1) キャッサバ

(li 育種目

キャッサバ（土，

ションによって工業原料用として

そこて， 

9
9
 

へ）

J
 

¥,I 

ぅ
j

・
~
~

hじ
1

切
A
{

んでしヽ る。

によって食用または飼料用として生産される場合と大規模プランテー

の

の向lヽ：があげら

よび保存

七ンターとフィリピン~

される場合がある。両者の期待する品種

としては，

る

ンターでは， 1976

の

品種としては，

であることが庄視される。

＼以下植物育種研究所と

ら78年にかげて国内 の

，
 

）／ f
 

にし

ヽ
ヤ
{

1
"
 

合うような

ーベ- i しユニ

ぷ
ノ

と同時に，ノ、フィ令 コロ／ヒアおよひフエ几ト・リコから優良品種およびその父雑種子を導入し，

も合せて合計 939種類を保有している。詳しくは表 25の通りであ

る。植物育種研究所では。在来品種を 158品種収集し，外国から 23組合せの交雑種子を導入した

が，現在では在来品種 103.外国からの交雑種子に由来する系統 67の合計 170品種系統が保存さ

がている。この他， カマリネス・スル農科大学，アルバイおよびロムアルデス試験場でも

ている。保存状況を表 26

表25 フィリピン地下作物研究研修センターにおけるキャッサバの遺伝子源(1979)

来歴

在来品種

導入品種

a . ハワイ

b. コロンビア

C• プエルトリコ

交雑に由来する系統

a • 在来品種間雑種

b . プエルトリコ

C • コロンビア

合 計

品種または系統数

283 

54 

6 

6 

42 

602 

351 

242 ， 
939 

出所： Root Crops Annual Report 1979 (PRCRTC)による
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表26 フィリピンにおける地下作物の遺伝子源保存状況（聞き取り調査）

作物名
大学・研究所名

フィリピン名 : PRCRTC : UPLB : CSAC : Romualdez : Albay EXP. : Baguio : ~!SAC 
種 名

: Exp. S tn. : Station :Exp. Stn.: 

Sweet potato Camoic 823 702 43 20 ,j 

l1?mnoea batatas 

Cassava 939 170 18 10 5 

Jfa11ihot esrnlenta 

Aroids (Araceae) 

Co/ocasw esrnlり1ta

var. e. ゞculenta Gabi 303 160 13 2 

Aloeぬ lilmacrorrhにaPao, Galiang 2 

J mOJphopha!lus 

camjkm11/at11、ゞ 23 

Xanthosoma 

sagittz、fi,lirmz Yautia 2 10 

C¥rtuspenna 

rham1sscm1s (Swamp taro) 2 

Yams (Dzoscorea) 

D. alata(greater yarn) Ubi 452 15 21 

D. e sculenta 

(lesser yam) Tugui 99 80 11 

D. bulbifcra Abobo 2 

D. hisJ;ida Nam1 24 

D rotundata 8 

D. J1e11taphylla Lima-lima 5 

Irish potato 

Sofanum tubero.wm 346 90 41 

(3) 育種の実際

在来および導入品種からの選抜

既存の品種の中から優良品種を選抜育成することは最も容易な育種法であるが， フィリピンで

ば今のところ，多数の在来品種と外国の優良品種からの選抜がキャッサベ育種の中心となってい

る。柏物育種研究所では名数品種の特性を調査し（付表 1参照），有望とみられる 9品種を選抜

している。 9品種の特性を示したのが表 27であるが， このうち， Hawaiian4は収量およひでん

いため工業原料用に適し， Indonesian17は収量はあまり高くないが，青酸合量が低

く，でん粉含量が高いため食用または飼料用に適している。そこで， Hawaiian4はDatul, lndon-

esian 17ぱ Lakan1と命名され，それぞれ原料用および食用の奨励品種にされている。地―卜作物

センターても同様に既存の品種の生産力試験を行って，優良品種を選抜している。生産）］試験の

詳細については後述するが，予備試験，本試験，地域試験および現地試験の 4段階か設けられて

おり， 1979年にぱ，予備試験に約 1,000系統，本試験に 270系統，地域試験に 16系統が供されて
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いる。こうしてなされ

として選抜されてし、る。

により， Kadabao,Columbiaおよび GoldenYellozりが奨励

表27 キャッサバの有望品種の諸特性＊（フィリピン大学農学部植物育種研究所）

塊恨 切―「・ でん粉

品種名 歩合 歩留り 含量＊＊ 草丈 罹病株率＊＊＊

(tons/ha) (%) (%) (cm) （％） 

Bogor 397 44.7 34.5 24.3 Low 284 1.3 

Gariasa 36.7 36.5 25.2 Med. 286 0.5 

Hawaiian 3 33.9 36,5 27.4 Low 261 0.4 

Hawaiian 4 13 .6 39.2 28.9 Med. 268 0.6 

Indonesian Acc. 16 3Lり 42.2 32.l Low 286 0.7 

Indonesian Acc. 17 30.8 44.2 33.0 Low 257 4.1 

Java Brown 23.、3 40.7 :30A Med. 313 1.2 

Matalin Collect1叩 4~{ さ 6 36,6 ワ~-'.りw Med. 272 , 1 .n I 

Sip 35.3 35,8 25.7 Low 269 l. 2 

W78 31 .0 32.8 Low 259 ~,.3 

＊］ , /; ルロータ ラ・グラ いて10-11か月栽培しだ咋のテ

夕

**Low~0 -lOOppm, Med —~ 加o--400ppm.

＊＊＊ず 4ヽ くぐ？ 植物［本yり先瑞,'.'ri;)¥、1人い認められたのみ

!I 

地

王

9キ
しふ，

されてし、る。しかし，

単交雑およ

フィリピンではキャ、,,サバ

2
 

る。このため望ましし

はまれてし、る現状にある。

作

辻： +-
ふ,~, る これまでに M.

f
i
 

1し M々 saxicocalむよび Af.melanoba,isが利用されてし、る。フィリヒンで

蒐さかてばし、なv き として注目されている。

14 

ー
~i

i
 

＼，ヽる。地下作物七ンク

いくつかの試験によって，生産力およ

(Preliminarv 

、およひ現地試験 (Farmers'FieldTrial) ,i) 1 

る3 

少なくすることを目的とし．

された

J [lijらかにして，

るもので．増殖も

。
入
ノ

し、る。

お

有ti!とされた

これまで
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価の高い品種が農家の栽培技術でどの程度の生産性を示すかを明らかにするものである。

こうして，ずべての試験が完了した後に奨励品種が決定される。各試験の内 28に示す。

一方，植物育種研究所では， ラグナ県カレ、，＇｀ンの圃場とネグロス・オキンテンタル県ラ・カル

ロータ市ラ・グランハの試験圃場で生産力試験を行い，奨励品種を決定している。

表28 キャッサバ品種系統の評価方法の概略（地下作物センター）

予備試験

2m X 6m 

(2畦）

栽植密度 75cm X 100cm 

末戊才直t朱委女 1r叉 16 

反復数 2 -4 

栽培期間（月） JO 

試験地数 1 

肥料水準(kg/ha) 60 : 60 : 60 

(N:P:K) 

2) カンショ

(1) 育種目標

本試 験 地域試験 現地試馬灸

4m X 6m 4rnX6m 不明

(4畦） (4畦）

75cm X 100cm 75cmX 100cm ケ

32 32 ク

3 ~ 1 3-4 // 

10 10 ケ

1 :3 -" 10 ,, 

60 : 60 : 60 0 : 0 : 0 ，， 

60 : 60 : 60 

フィリピンでは，カンショの生食用としての需要が多い。しかし，現在はバイオマス資源とし

て，でん粉およびアルコール原料用としての利用も重視されている。育種目標は，食用および原

料用に共通したものとして，①多収性，②高でん粉含有率．③病虫害抵抗性，食用に限っては，

高栄聾価（高f3ーカロチン含有率）があげられている。

(2) 遺伝子源の収集，導入および保存

写真22 カンショの品種保存栽培圃場（地下作物センター）
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地下作物七ンターで（よ， 1980年の時点で， 823種類を収集・導入し，保存している（写真 22)。

これらは，国内の在来品種を収集したもの，植物育種研究所から導入したものおよび外国から導

入したものから成るが，内訳ぱ明らかでない。外国からの導入系統では台湾の AVRDC (Asian 

Vegetable Research and Development Center)のものが最も多く， 日本の九州農試，米国の A

Jones博士のものも含まれている。植物育種研究所では，現在 702種類保存されている。この他

に， カマリネス・ス

る（表

(3) 育種

アルバイおよびロムアルデス試験場でもわずかに保存されてい

よ からの選抜

カン’ンゴもキャ y サバと同様に，収集および導入した品種からの選抜が育種の中心になってい

る。植物育種研究所では， これまでに収集および導入した品種系統の特性を し 2), 

Kinabakabという在来品種を奨励している。病虫害抵抗性や耐湿性に関するスクリーニングも行

われてし、るが，アリモドキゾウムシ抵抗性や高度の耐湿性を示す素材は見い出されてし、なし、。地

ト作物七ンターでも同様の試験が行われ（表 29), 奨励品種として BNAS-51とAnonSan Isidro 

か出されてし、る c

表29 カンショ20品種の乾季作雨季作平均の上イモ収量(t/ha)(1979) 

" 種 名
試 験 地

,m 
PRCRTC CSAC USM 平均

Anon San Isidro 8.95 11.25 23.19 14.46 

BNAS-51 8.99 8.56 27.18 14.26 

Kaagbon 7 .26 6.96 17.42 10.55 

R. Bohol 8.28 6.91 12 .17 9.12 

Kamani 5.72 6.77 14.38 8.96 

Makabuhi 3.45 8.83 12.22 8.16 

Kapening 3.72 7.14 12.35 7.74 

Karingpit 4.46 8.28 9.59 7.44 

lnanahaw 3.97 5.50 12.62 7.36 

Kinarusa 5.34 7.80 8.85 7.33 

Samar Big Yellow 3.40 7.24 1().26 6.96 

Ka1tong 4.46 6.60 9.32 6.79 

Decolores 3.62 8.63 7.78 6.68 

Kaimay 1.29 7.30 8.06 6.55 

Amcricano 2.0] 4.47 8.57 5.02 

Kasincio 3.86 6.87 4.30 5.01 

Anon Baybay 2.48 4.51 5.08 4.02 

Tinirining 0.14 2.18 8.13 3.48 

Callicburon 0.32 6.38 3.35 

Georgia Yellow Yam 0.28 1.17 7.96 3 .13 

出所： Root Crops Annual Report 1979 (PRCRTC)より作表
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ll 父罪育種

ぱ最近iこなって始められたもので，地下作物センターと植物育種研究所の 2機関で

と名交雑により行われている。単交雑は異種花粉の混入防止に手間がかかること，交配不和

の障害となる性質があることなどにより，あまり力が入れられておらず，交雑の主

ある。地下作物七ンター名交雑圃場では 4mX4mの密度で母本が植付けら江金網

しまわせて， 放任受粉が行われている（写真 23)。

写真23 カンショの多交配圃場（地下作物センター）

育種の 植物育種研究所では①交雑稔性が低いこと

なるたも開佗期が合致しないこと，③交配不和合性により

②品種によって日

ぎ !;c し、こピ，地下作物セン~ ターでは，①自

．ヽ

／`ター された ！キ
'"--, 19 

な ることで， 1979

414 433 

写真24 ガラス室内で養成されるカンショの交雑実生（地下作物センター）
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(4) 日本品種栽培の

フィリピンの大統領府では，

げる主力 を 日

’ヽt' 
ーノ]

J

 

―― 

とにつょしこt
 

の多収性 目して，

いる。このため，

カンシ丑のプランテーンゴンにお

1979 に日本か

らコガネセンガン＇， 農林 2 よびミナミュタカの 3品種を導入し， 各地の植産局の試験場で生

写真25 生産力試験が行われている日本のカンショ品種（キダパワン試験場）
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表31 日本のカンショ品種の栽培結果(1981)

試咳場所 品種名

Ilagan Exp. S tn. 

Claveria Exp. Stn. 

Nayong Pilipino 

Romualdしソ Exp心 S t<―)さ

j'•'r、．へ
入lGElDはv:an

ヽ
巳Xp. ~lll. 

］・パmaExi入 ::;ll,. 

コカネセンガン

農林 2げ

ミナミュタカ

コガネ七ンガン

農林 2号

ミナミュタカ

コカネセンガン

農林 2号

ミナミユタカ

コ；]ネセンカノ

農林 2り

ミナミ :Li7万

栽培面積

(Heel ares) 

0.5 

塊根収址 掘取りまて日数

I /J) 
ヘダ....

1り（）

ur" 
180 

〇.8 lパ(I

勺八
1う,¥¥ [〗{、1

／
 

ナ

5

す

'

{
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ミ
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—
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屹
＇
｝
こ
＼
＿
＿
＿

註

左

｝

30.l 

30.0 

30.2 

43.94 

39.01 

39.90 

28.0 

30.3 

31. 2 

30.2 

:31. (' 

3'.). 

:3U.'、:

31さ

i 

い:?:1c I国n d
、

rヽ

＇ 
＂し

フィ,'

ロムアルデス

れ）デ

~
 

．
 

．
．
 

1

し卜

こっ

3) 

1 -
‘~ ‘’ 

：こ；ら［ベ

Jうな

フィリヒンの

+・ ,~; 

アロイド

タロにつし、て

し

<1 l・ I,.; ヽ

気
~

種の し、
’ 

ふょ.、.

な予して、おり，

＇ 
）
 

i‘ 

l ✓, l 
し./J •• ご、

がりわれつつある。

アルバイ試験場ても保存栽培がなされている

キ
ふ

‘
,
<
 

ヽ
ミ
i

、ス～ぁ

そし
9
]

は地卜作物センターで 160,植物育種研究所で 303と多数保存されを

Kalpaoという品種を奨励している。

域 I
t
'
 

ー
~
ー

も始められより

'.,'左し、i/,

リネス・ス

26)。地下作物センダーでニニ 1し正の贔

Lてし、る

交雑稔性が非常に低く交雑種子 られない状況にある。

他のアロイドについて 1丸 品種保存がなされてし、る る。

品種系統の評価方法はカンショに準じている。
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4) ヤム

ふ→ァ J\~, は表 26の通り る。地下作物セン~ ターではこれらの素材の評価を

『Jl、, Ubiにつし、て：：t, 1979年に FarmLisbon, Kabus-OKなど 6 にしてし、る。

の

ヤムにつし、て

r, ・し、て [ 

にでぎるたけの

されてし、なし、。品種系統の評価広はキャソサバ

5) ジャガイモ

ゥ 1ルスフ）ー胴体の増殖に力が入，れられており，品種改良はなされず欧米またば CIPからの

キアス原々 と

だ見し、出されていなし し
F

ェよ，．
 

じてし、ズ~）。

てし、るにずぎな＼、（

り）｛采存itヽ 、植物育種研究所，バギ および山岳州立 ［われてしる

写真26 ンヤ

そ

見［ド どゼ：るために た汀~てなく，品種の特日：を，i「カミずため；ご

さオ］ないl邑 iiiよならなし、。地

付け廿寺期，植付

／ターではこ-ti:', i乃

る

-'"~ ,-, 

て

／な との心訂乍主亡 地], 収量の変化

r
[
 

を明らヵヽ (::し』';Lしごし、

る

るマメ類〔リョウトウ， ダイス， ソルナンイン

もなぎれており，名収を得るため

てようとしている。

地下作物（］）貯蔵性の低さおよひ限られた加丁利用

してしヽ る。主

明らかf.:-し

も生産拡大の制限要囚となるものであ

る。貯蔵に関しては｀塊根を冷陪所に数日おき，その後十中に埋める方法，ポリ袋に入れて高温
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写真27 地下作物を原料とするしょう油（地下作物センター）

3. 普及活動

地卜作物センターで1ま， PCARR,ViSCA, 農業発展センター (RuralDevelopment Center, 

RUDEC) ;;-., よひ普及長官事務局 (theOffice of the Director of Extention, ODEX) 

省の地域局およびプランテーションの農業技術者を対象として地下作物全般にわたる研修

コースを設け，実施している。 1981年の研修は 2週間にわたって 20課題のテーマについて行われ

参加者は 29名で，円容は地下作物の生物学的特性，栽培技術，施肥方法，病虫害とその

利用法および指導方法などである。このようにして

1-'l"-C~ 
'} 1-

ヽ
j
~，＇ 

者はプランテーンョンの効率的運営あるい

の許及につ努めている。

の の にあたっ

VI キャゾサバとカン~ ショの掘り取り

フィけヒン キャノサバおよひ力／ショの掘り取り な行夕うた結果とそれそ 9
3
 

咋

3

--24 tと

33にふすC、lha当たり

,--一告-, 
'--「nJv 

るど，キャッサバは 27-12「t' カ

をぷしてし、るが，掘り取りの はその 1/2--1/3であり．

ョでら 7

カ心攻し、た心と店えて＼ヽる。

＼、ずれにしても，キャッサハはカン~ ショ て非常に Cercospora leaf spot 

を除し、て られなかったのしかし，植物育種研究所の Lakan1は台風により倒伏し低
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片"、メ；/.ベ、、

ヤンサバの掘り取り結果

圏収 咆胆冒^ H款 ：凸た ＇片たり I) 心↓！又徳：
;iii' 

Wf..1J 炉1~.~!!"・j , 

ha) } : /J) 

IPB Da1u lい1U僅j ，区 100 1I 7,0 7.8 2.6 しC/,C/':や) 

I、,akan 1<100 12 り-。り- 2.0 1.2 0.62 
- - --~- -------- --—_.__ -・ -・ ---・ 一-----・―一・←上—- --一一---一→一--.- - - --・・ ー ——-- ---ー-+------- ------← • ---・~ -- • ------・-・ — ----------

PRCRTC Hawaiian 3 巧>'.100 ， 8.0 9.5 3.0 0.76 

(ViSCA) Golden 

Yellow 冗又100 ， 7,6 7.6 3.7 0.67 
----

Romuald位

Exp. Stn. ,j `, とりぅJS 10 日`゚ 3 .4 4.8 。.41
Ki<laoawan 

Exp. Sm. Java Brown リ 80X80 7 5.0 3.6 2.1 0.63 

Ugis (] 80X80鴫 7 4.0 3.5 1.5 0.70 

Hawaiian 5 80X80 7 5.5 3.6 1.6 0.69 

Phil. Agro 

Industry 14 5.6 4.5 4.4 0.51 
Java 28 : 28 : 28 75:x:100 

Corporation 
Brown 

Plantation 

DSAC CMC-84 84 : 84: 84 100 x: 100 25 2疇 0 7.4 1.6 0.82 

MPTR 26 84:84:84 lOOx 100 18 4.8 1.6 0.75 

表33 カンショの掘り取り結果

掘取り : 1株出たり : l株背たり : l 株：収穫

掘取り ：品種名：施肥斌 ：栽植 ま で：塊根 ：塊根重 :'llたり：

場所 : ('.¥ :P,O,. K,O) : 密度 月 数 ．総イモ： I・_イモ：全イモ： Kイモ：茎葉量：指数
(kq /ha) ：（ぐm.) I、m : (、 'T) ('T) : (kg) : (k,i) : (kg) : 

!PB K madakab 60 : 60 : 60 30x75 " 1. 7 0.9 0. 15 0.13 0.70 0.18 

(UPLB) 
Tmipa, 60 : 60 : 60 30X 75 6 4.7 2.8 0.47 0.43 0.38 0.55 

lfugao 2り 60:60: 60 30又75 6 2.3 l. 3 0.55 0.52 

PRCRTC BNAS 51 （） 25,: 100 3 4.2 3,2 0.60 0.55 0.42 0.59 

(ViSCAl PR-S 156 

゜
25 x 100 3 3.0 0.40 0.33 

Romuald位

Cav1te .3.1 : 35 : :l5 3 4.2 
Exp・. Stn. 

2.4 0.22 0.18 0.49 0.31 

農林 2 砂 I) 51)入冗 3 5.0 4.0 0.90 1. JO 0.45 

K, 血 pawan

Exp. Stn. ミナミュタカ （） 薗）75 3 8.0 7.0 0.90 l.00 0.47 

コカィ、センカン り りox、75 3 4.0 4.0 0. 70 l. 20 0.37 

---59-



カンショは，いずれの圃場でもアリモドキゾウムシが着生しており、特に植付後 5-6ヵ月絆

過したものの被害は大きく，商品価値はほとんどないように見受けられた。しかし他は．生育期

間が短いせいか，被害は小さかった。キダパワン試験場では， 日本品種を掘り取ったが，他の試

験場でみられた縮芽病の発生がなく，生育期間が 3ヵ月にもかかわらず比較的多J旦てあった。担

の話では ミナミュタカ も良し、とのことであった。

VII 地下作物の生産性向上における

L 地下作物の位置づけ

フィリピンでは， ト作物は自給用作物として され 3

で，工業原料用としては，キャッサバ

ド／ン島原などでプランテーショ

しかし， フィリピ

くバイオマス として庄目し 3

ミンダオナのコタバト

苔れてし＼るにナぎな＼、も

キャッサハとカンシこ］につし、プこ令

を立てており｀ こうした

r'サされるいがく王とんど｀

：ンダー：オ（］＼ブキ

としてたけでな

キャッサ →、,
ヽ, ✓ j 

によって栽培される自給的作物と大規模フラン丁ー：ぐ』ンによぐ）

とし、うように性格が 2極化していくのでばないかと考えられる。タロとヤムについて

ろ工業原料用としての利用が考えられていないため，今後の自給的作物としで栽培され， ジャガ

イモぱ熱鬱性地下作物とぱ異なり，高級野菜としての地位を高めてし、くものと考えられる。

2. バイオマス資源としての地下作物

バイオマス としての利用が考えられているのは現在のところキャ y -lj-バとカン>:, である

が， これら 2作物がフィリピンにおいてバイオマス資源として適しているかどうかという点につ

いて考えてみると．キャッサバは重大な被害を与える病虫害がなく，生育も良好で比較的収量も

高いのに対して， カンショはアリモドキゾウムシという重要害虫が存在ずることに加えて，

境障害に対する耐性がキャッサバより弱く，収景も低く不安定である。このように，キャノサバ

とカンショのバイオマス資源としての適性を比較した場合，生育期間が長いという欠点を考慮し

てもキャッサベの方が適性が高し、といえよう。したがって， キャッサハは現在すでに丁業原料用

としての利用がなされてし、ることとも合わせて，今條ハイオマス資加としての栽培• 利用の拡大

は比較的容易に進展する可能性がある。しかし，カンショの場合，上記の間題点に加えて， これ

まで丁業原料用として利用されておらず，痒業基盤が全くないことも， ハイオマス資源としての

利用を防げるものであり，牛産と利用の拡大をはかるためには様々な間題を解決しなければなら

ないであろう。
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3. 品種と栽培

現在栽培されてしヽる品種は，キャッサバのプランテーションで外国からの導入品種が用し、られ

ている である。これらの品種

にとどまってし、る; このため、 フィ

て

抜を

る。そこで，

はとん

ハノ
/、)f

 
り』~，

, Iヤ~＇り祖まれて＼，ヽる。 しかし，

してし、るために，

りよ
｀
 

i
 

ヽ
、i'『こ

,t‘ 
ノヽ

氾メこ斗
ー
。る

る

に当たってぱ，

し、0

られ，望ましい

の環境適応性

ある。 主た S

もある

しかつ名収な

もよ＼亭〉では左し、かと思わいる。

につし、て

とlては，

となろ，ゥず寸し、

すものか見:'13たら汀し、ため，それは

る土ャ＇,，サバでも，

るため，

力、ら

ると考えられる

4. 利用と加工

rよ

500 --l , 000 nいて‘、カン

それても開花しない

ている

から，

への変化，つまり

で， キャ、、ノサベな

施肥をともなっ

を出来る -f'

て人）］にーよって

イ／、ド不シアなどでは主・ ヤノサバのプランテーションで

し、ヽる

てられるべぎで克ろう e

っし~ てヽは← 今のと=―'らカン‘ンョのアリモドキゾウム、ンを除し、て

とされてし、なし、。しかし，

では Africanmosaicや Superelongationなど大ぎ

る。ま',_々

な作物相から単純な作物相への

などの諸間題については充分検且されな

日［ーt,

よび Vascularstreakingてはし主る微生物による

る可能性が低い状況にあ

を備えた品種を育

ることが必要

る。現在では，キ，\• ノ

な竺

につし＼ては何応

し、とし、i刀[

れ

育

し

るこ

9

可

9

」斤

与える病

にも，

して＼，ヽ ることかじ), 小

って生

ならなし、~゜

ネクローンスとして応らわ，iし

こる。カンショ

合はやや長く貯蔵できるが，腐敗しやすし、ことに変りがなし、。このことは．収麗後すぐに食用に

ずるどぎ：よそれほど間題にならないが，大規模栽培して人量に収罠し．利用加工過程に至るまて

に時間を要ずるとぎには大ぎな障害となる。この間題を解決するためには，貯蔵方法の開発に期

されるが， 今のところ有効な万法はないようてあり，収轄後ずぐに利用する体制を整えること

ろう。~)まり， ミンダナオ畠て行われてし、るように，産地ごとにでん粉丁場を設げる

こと。あるいはフィリピンでは名雨地帯での栽培が名いため現在あまり行われていないが，収罠
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崖させてチ，，プ (Gaplek)にして利用することも叫セー，ホ・トー

されるべきであろり C

5. 試験研究体制

地卜汀物につし、て :t., ンターを ナる 7

しよ

j ,I 

，巳いよ9

}

 

9
,
 r

/
 

f

し

,1! てし、

る，~ し力、し，

左こで， フィリヒン

がりわれてし、るのはカマリネス・スル

独自の研究を行って成果をあ

を全〈取り扱ってし、なし、など，

、す lる。

な研究協力が行われているとはいい阿信し し,,〈'':)カジ入ら

主た，地下作物七ンターとの関係か希蒋な上記の 2大学では独創的

対して，カマリネス・スル 地下作物センターから配付さ

し、るのに

．ゞ）

ているにすぎず，独自の研究は全くなされていなし、。つまり，現在の研究協力体制は，地下作物

センターの主導ずる集中管理体制ということができ， このことかが地方大学の研究者

なそいでしまう危除性がある。したがって，現在は研究施設，人材などの間題もあり，

体制による研究推進もいたし方のない所もあろうが，今後は地方大学がそれぞれの地域で問題と

されている研究テーマをもちつつ，大学間の協力関係を維持していくことが，地下作物研究の発

展に結ひつくのではないかと思われる。
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付表 1 ，
 

が
~
~
~
 キ サバの品種系統の特性調査結果 (1977年 6月~1978年 4月栽培， ラグナ県カレッジ）
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付表 2 カンショの品種系統の特性調査結果(1977-78の乾季栽培， ラグナ県カレッジ）
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付表 2続き

塊恨／）色

虔色ド］色

Cz LP 0 
Gcorg;a Hed l―) p 0 

X u. S,')-lii L『 W(P

x LS, ,)-17 C Y 

(Japa11 x ＇ヤ c・l . ,,.)-23 LP W (p) 

(Japanxl'.S.,)-S LP w:p1 

(Japan x□ S. ,)-lll DP C 

(.Japan x r. s. ,)-11 DP C 

(Japan x「.S會こ)-12 DP S 

(Japan x U. S。)-14 C C 

日sinchu L P C l,P : 

Kandce DP C 

Nemagold LP S 

PI 153¥Kl7 DP C (P ! H、7 B. 9 34ぷ

Pl 133908 LP C 18.4 13.9 30.8 

Pl 277630 DP S l凡4 8.9 30A 

PI 28fitil9 DP W 21.2 14、6 35.6 

Pl 286621 C C 15. 6 5.4 37. 2 

PI 304088 C C 23.1 12.3 32.2 

PI 318548 S Y 22.5 11.7 30.2 

Tai Nung New 10 C S 18.8 15.8 28.4 

'『aiNung Nc1心 31 DP W 15.1 15.0 31A 

Yo d Daeng DP W(P; 19.6 18.6 33.4 

*P :Purple, C:Crcam, S:Salmon, V:Violet, Pe:Peach, W:White, Y:Yellow, O:Urangc 

出面：フィリピノ大学農学部植物育種研究所
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